
◆主な記事◆
◎地域主権の立場で

　杉並独自の教育改革を …………… １面

◎財政白書「ざいせい２００４」 ……… ８面
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古紙配合率１００％再生紙を使用しています やめましょう　歩きたばこ・ポイ捨てを

ご意見をお寄せください
○１ ハガキ・封書または素案閲覧場所に設置し
てある意見用紙に書いて、郵送・ファクス�
５３０７‐０６９２で、１２月１０日（金）までに教育委員会
事務局庶務課へ。
○２ ご意見には、住所・氏名（在勤の方は勤務
先の名称と所在地、在学の方は学校名と所在
地も）、事業者の方は事業所の名称、所在地、
代表者の氏名を書いてください。
○３ 区ホームページの電子掲示板に、ご意見を
書き込むこともできます。
【開設期間】１１月１１日（木）～１２月１０日（金）

☆
【素案閲覧場所】教育委員会事務局庶務課
（区役所東棟６階）、区政資料室（区役所西棟
２階）、区民事務所・分室、駅前事務所、図書館

　
 
施
策
の
方
向　

①
学
力
・
体
力
の
向
上
を
図
る

と
共
に
、
豊
か
な
人
間
性
を

育
て
ま
す

▼
学
力
調
査
、
体
力
調
査
を
実

施
し
、教
育
指
導
方
法
の
改
善
、

新
し
い
運
動
の
開
発
な
ど
を
進

め
、
子
ど
も
の
学
力
・
体
力
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

▼
日
本
の
伝
統
文
化
・
歴
史
へ

の
理
解
を
深
め
、
郷
土
に
対
す

る
愛
着
・
誇
り
を
は
ぐ
く
み
、

明
日
の
日
本
・
社
会
を
担
う
人

を
育
て
ま
す
。

▼
徳
育
（
道
徳
教
育
）
を
推
進

し
、
豊
か
な
人
間
性
と
規
範
意

識
、
公
共
心
を
育
て
ま
す
。

②
「
学
校
力
」
の
向
上
に
よ
り
、

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を

進
め
ま
す

▼
教
員
の
独
自
養
成
、
独
自
採

用
、
適
材
適
所
の
配
置
、
意
識

改
革
、
指
導
力
の
向
上
な
ど
、

「
教
師（
師
範
）」を
育
て
ま
す
。

▼
「
地
域
運
営
学
校
」
の
設
置

な
ど
に
よ
り
、
地
域
住
民
や
保

護
者
の
学
校
へ
の
参
画
を
推
進

し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

▼
学
校
を
支
援
す
る
地
域
の
力

を
高
め
、「
地
区
教
育
委
員
会
」

区
教
育
委
員
会
は
、　

年
度
に
定
め
た
現
行
の
教
育
目
標
・
基
本
方

１２

針
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、「
杉
並
区
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
素
案
を
作

成
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
を
お
伝
え
し
、
区
民
等
の
意
見
提
出

手
続
き
に
よ
り
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
う
か
が
い
ま
す
。

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
庶
務
課
へ
。

　杉並区教育ビジョンは、２１世紀を見
据えて杉並の目指す教育、教育改革の
方針を明らかにし、２２年度を目標に、重
点的に取り組む施策の方向を示すもの
です。

◎「教師（師範）」を育てます
◎自立と責任のある学校をつくります
◎地域の教育力を高めます

教育ビジョンとは

教育改革の方針

　

来
年
よ
り
杉
並
区
は
「
教
育
立
区
」

を
区
政
の
柱
に
、
子
ど
も
た
ち
が
立
派

に
育
ち
、「
生
き
る
力
」
が
し
っ
か
り 
育 

は
ぐ
く

ま
れ
る
教
育
環
境
を
一
層
充
実
し
て
い

き
ま
す
。
そ
れ
は
、
学
力
や
体
力
の
低

下
、
さ
ら
に
は
い
じ
め
や
校
内
暴

力
、
不
登
校
の
増
加
な
ど
学
校
を

め
ぐ
る
課
題
の
抜
本
的
な
解
決

を
図
る
の
み
な
ら
ず
、
青
少
年
犯

罪
の
多
発
な
ど
昨
今
の
治
安
の

悪
化
の
底
流
に
あ
る
規
範
意
識

の
希
薄
化
に
真
正
面
か
ら
取
り

組
む
こ
と
で
、
大
き
な
時
代
の
転
換
期

に
あ
る
今
日
、「
未
来
か
ら
の
留
学
生
」

と
も
い
え
る
子
ど
も
た
ち
が
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
を
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
能
力

を
生
か
し
て
生
き
抜
き
、立
派
な
人
間
・

立
派
な
日
本
人
と
し
て
社
会
に
役
に
立

て
る
「
力
」
を
培
っ
て
い
け
る
教
育
環

境
を
、
ま
ず
杉
並
区
か
ら
立
ち
上
げ
て

い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
教
育
の
た
て
直
し
の
た
め
に

は
、
教
師
の
資
質
向
上
が
何
よ
り
も
大

切
と
考
え
ま
す
。
教
え
方
が
う
ま
い
だ

け
で
な
く
、
教
育
へ
の
あ
く
な
き
情
熱

と
子
ど
も
へ
の
深
い
愛
情
は
人
一
倍

で
、「
教
師
こ
そ
最
高
の
天
職
」
と
自
負

し
て
い
る
よ
う
な
人
が
、
杉
並
の
小
中

学
校
の
教
師
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。
し
か
し
現
実
は
そ
ん
な
先
生
ば
か

り
と
は
言
え
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

教
員
の
採
用
や
異
動
は
す
べ
て
東
京
都

が
一
元
的
に
行
う
仕
組
み
に
な
っ
て
お

り
、
区
立
の
小
中
学
校
と
い
え
ど
も
独

自
に
そ
の
教
師
の
質
の
向
上
を
図
る
こ

と
は
困
難
で
し
た
。

　

し
か
し
、
国
の
制
度
改
正
に
よ
り
区

独
自
の
教
員
採
用
の
道
が
開
か
れ
、
杉

並
区
と
し
て
は
平
成　

年
か
ら
区
立
の

１８

教
員
養
成
学
校
「
杉
並
師
範
塾
（
仮

称
）」
を
創
設
し
、
平
成　

年
よ
り
そ
の

１９

卒
業
生
か
ら
毎
年
約
三
〇
名
の
教
員
を

区
が
独
自
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
全
国
か
ら
い
い
人
材
を
集
め

区
立
学
校
の
「
学
校
力
」
を
高
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
教
育
の
た
て
直
し
の
た

め
に
、
区
民
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ

り
、
全
国
の
心
あ
る
方
々
か
ら
の

ご
意
見
・
ご
提
言
も
あ
お
い
で
「
杉
並

師
範
塾
（
仮
称
）」
を
開
校
し
、
日
本
の

教
育
改
革
に
一
石
を
投
じ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

杉
並
の

　

「
師
範
」学
校
を

杉
並
区
長

の
設
置
な
ど
、
教
育
に
お
け
る

地
域
内
分
権
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

▼
学
校
の
緑
化
を
進
め
、
エ
コ

ス
ク
ー
ル
化
（
環
境
を
考
慮
し

た
施
設
づ
く
り
）
を
推
進
し
ま

す
。

③
「
人
間
力
」
を
育
成
し
、
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

ま
す

▼
地
域
の
教
育
力
を 
活 
か
し

い

た
、
子
育
て
・
家
庭
教
育
へ
の

支
援
を
進
め
ま
す
。

▼
「
大
人
の
た
め
の
地
域
塾
」

な
ど
、
新
た
な
地
域
課
題
な
ど

に
的
確
に
対
応
し
ま
す
。

④
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
を
通

し
た
、
豊
か
な
地
域
づ
く
り

を
進
め
ま
す

▼
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
で
も
」
読
書
・
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
活
動
に
親
し
め
る
よ
う
、

図
書
館
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整

備
や
情
報
提
供
の
充
実
を
進
め

ま
す
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
な
ど
の
育

成
･
活
用
や
、「
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
創
設
支
援

に
よ
り
、
豊
か
な
地
域
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

▼
貴
重
な
伝
統
文
化
の
保
存
・

継
承
に
努
め
、
杉
並
の
魅
力
、

文
化
を
発
見
し
、
区
内
外
へ
情

報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
 
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の 

　
 
実
現
に
向
け
て

①
先
進
的
な
教
育
改
革
の
推
進

　

教
育
に
お
け
る
地
域
内
分

権
、
教
育
特
区
の
活
用
な
ど
、

新
た
な
制
度
の
活
用
や
現
行
制

度
の
中
で
最
大
限
の
自
主
性
を

発
揮
し
、
全
国
に
先
駆
け
た
教

育
改
革
を
進
め
ま
す
。

②
地
域
の
核
と
な
る
学
校
づ
く

り
の
推
進

　

学
校
を
拠
点
と
し
た
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
推
進
し
、

地
域
の
核
と
な
る
学
校
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

③
開
か
れ
た
教
育
委
員
会
の
推

進

　

教
育
委
員
会
の
地
域
開
催
・

土
日
、夜
間
開
催
な
ど
に
よ
り
、

区
民
に
身
近
な
開
か
れ
た
教
育

委
員
会
を
目
指
し
ま
す
。

④
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
計
画
的
推

進

　

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
行
動

計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
に
進

め
ま
す
。
ま
た
、
教
育
立
区
の

実
現
に
向
け
、
区
長
部
局
と
の

連
携
を
強
め
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
推

進
し
ま
す
。
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ひ
と
り
親
家
庭
の 

ク
リ
ス
マ
ス
会

　
 
　

月　

日 

午
後
１
時
〜

１２

１９

３
時　

分
（
区
後
援
） 

阿
佐

３０

谷
南
児
童
館
（
阿
佐
谷
南
１
―

　

―
８
） 

手
品
、
サ
ン
タ
の

１４プ
レ
ゼ
ン
ト
、
ケ
ー
キ
カ
ッ
ト

な
ど 

区
内
在
住
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
親
子
（
小
学
生
以
下
）

 

八
〇
名
（
抽
選
） 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）

に
お
子
さ
ん
の
名
前
・
年
齢
も

書
い
て
、　

月　

日
（
必
着
）

１１

２５

ま
で
に
杉
並
区
母
子
寡
婦
福
祉

団
体
連
合
会
会
長
・
鳥
海
悦（
〒

　

‐
０
０
３
４
桃
井
１
―　

―

１６７

２５

２
）
へ 

同
連
合
会
・
鳥
海
�

３
３
９
０
‐
０
５
８
６

住
ま
い
の
勉
強
会 

―
我
が
家
の
住
宅
設
備
を
見

直
そ
う

   
住
宅
の
設
備
に
つ
い
て
、
快

適
性
、
安
全
性
、
機
能
性
を
は

じ
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
を

抑
え
る
こ
と
に
よ
る
経
済
性
か

ら
環
境
保
全
ま
で
の
内
容
を
幅

広
く
解
説
し
ま
す
。（
区
後
援
）

　
 
　

月　

日 

午
後
１
時
〜

１１

２５

４
時　

分 

荻
窪
地
域
区
民
セ

３０

ン
タ
ー
（
荻
窪
２
―　

―　

）

３４

２０

 

三
〇
名 

五
〇
〇
円
（
資
料

代
） 

・ 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
・
住
環
境
ネ
ッ
ト
�
５
３

３
６
‐
６
６
０
４　

５
３
３
６
‐

FAX

時

（日）

場

内

対

定

費

申

問

時

（木）

場

定

費

申

問

６
６
０
９
Ｅ
メ
ー
ルin

fo
@
n

p
o
-jy
u
k
a
n
k
y
o
.n
e
t

へ

（
先
着
順
）

●
西
高
の
夕
べ 

ト
ー
ク
＆
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

　
 
　

月　

日 

午
後
２
時
開

１１

２８

演
（
１
時　

分
開
場
・
区
後
援
）

３０

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

） 

講
演
＝
「
あ
の 
頃 ころ

２２

３２

…
そ
し
て
こ
れ
か
ら
」（
ダ
ー
ク

ダ
ッ
ク
ス
の
ゲ
タ
さ
ん
こ
と
喜

早
哲
）
▽
演
奏
＝
「
ラ
イ
フ
・

イ
ズ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」（
西
高

Ｏ
Ｂ
吹
奏
楽
団
）
▽
司
会
＝
芳

村
真
理 

五
〇
〇
名（
先
着
順
）

 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

 

西
高
同
窓
会
事
務
局
�
３
２

４
７
‐
０
７
６
５

●
Ｗ
Ｍ
Ａ
コ
ン
サ
ー
ト 

華
麗
な
る
調
べ

　
 
　

月　

日 

午
後
７
時
開

１２

１４

演
（
６
時　

分
開
場
・
区
後
援
）

３０

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

時

（日）

場

内
定

費

申

問
時

（火）

場

　

―　

） 

演
奏
＝
西
澤
和
江

２２

３２

（
バ
イ
オ
リ
ン
）、
小
松
勉
（
ピ

ア
ノ
）▽
曲
目
＝
べ
ル
デ
ィ「
バ

イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ
」、モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
「
バ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ
」、

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
小
作
品
集
ほ
か

 

小
学
校
四
年
生
以
上 

五
六

〇
名 

三
五
〇
〇
円 

・ 

電

話
で
、
福
祉
音
楽
協
会
・
三
木

�
３
３
３
５
‐
８
６
２
９
へ

◇
区
民
五
〇
名
と
ペ
ア
一
〇
〇

組
を
無
料
招
待

　
 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参

照
）
に
一
人
・
ペ
ア
の
別
も
書

い
て
、　

月　

日
（
必
着
）
ま

１１

２５

で
に
福
祉
音
楽
協
会
・
三
木（
〒

　

‐
０
０
５
２
南
荻
窪
１
―　

１６７

４１

―
４
）
へ
（
抽
選
）

フ
ィ
ル
モ
ア
コ
ン
サ
ー
ト

　

ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
和
や
か
な
演
奏
会
で
す
。

　
 
　

月
４
日 

午
後
５
時　

１２

３０

分
開
演
（
５
時
開
場
・
区
共
催
）

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

） 

指
揮
＝
山
口
哲
人

２２

３２

▽
演
奏
＝
フ
ィ
ル
モ
ア
合
奏
団

▽
曲
目
＝
フ
ォ
ー
レ
「
マ
ス
ク

と
ベ
ル
ガ
マ
ス
ク
」、ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
「
交
響
曲
第
８
番
」
ほ
か

 

五
六
八
名 

一
〇
〇
〇
円

 

・ 

フ
ィ
ル
モ
ア
合
奏
団
事

務
局
�
３
３
９
２
‐
１
０
７
７

へ
（
フ
ィ
ル
ス
ト
ー
ン
内
・
月

曜
休
）

◇
区
民
一
〇
〇
名
を
無
料
招
待

　
 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参

内

対

定

費

申

問

申時

（土）

場

内

定

費

申

問
申

◇
ロ
ボ
ッ
ト
・
コ
ン
テ
ス
ト

　

レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
で
自
立
型

ロ
ボ
ッ
ト
を
組
み
た
て
、
規

定
競
技
・
自
由
演
技
に
分
け

て
行
い
ま
す
。

　
 
　

年
３
月　

日 

・　

１７

１９

２０

日 

（
二
日
間
） 

①
規
定

競
技
＝
障
害
物
な
ど
の
あ
る

コ
ー
ス
で
タ
イ
ム
を
競
い
ま

す
②
自
由
演
技
＝
自
由
な
発

想
と
工
夫
で
演
技
を
競
い
ま

す 

区
内
在
住
・
在
学
の
小
・

中
学
生 

三
〇
組
（
一
人
も

可
・
抽
選
） 

無
料 

往
復

ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
・
名

前
な
ど
は
全
員
分
記
入
）
に

希
望
種
目
も
書
い
て
、　

月
１２

　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

１０科
学
館
へ
。
区
立
小
・
中
学

校
の
方
は
学
校
を
通
じ
て
募

集
し
ま
す 

①
使
用
す
る
パ

ソ
コ
ン
は
各
自
・
グ
ル
ー
プ

時

（土）

（祝）

内

対

定

費

申

他

で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
②
ロ

ボ
ッ
ト
・
キ
ッ
ト
（
プ
ロ
グ

ラ
ム
ソ
フ
ト
を
含
む
）
は
お

貸
し
し
ま
す
③
両
方
の
種
目

に
参
加
で
き
ま
す
が
、
そ
の

場
合
も
貸
与
キ
ッ
ト
は
一
チ

ー
ム
一
台
で
す

◇
ロ
ボ
ッ
ト
絵
画
コ
ン
テ
ス

ト
作
品

　

ロ
ボ
ッ
ト
を
テ
ー
マ
に

「
こ
ん
な
ロ
ボ
ッ
ト
が
い
た

ら
い
い
な
」「
こ
ん
な
未
来
に

な
っ
た
ら
い
い
な
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
で
、
絵
画
を
描
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

展
示
期
間
＝　

年
３
月

１７

　

日 

〜　

日 
 

募
集
作

１７

３０

品
＝
ロ
ボ
ッ
ト
を
テ
ー
マ
に

未
来
を
描
い
た
絵
画
▽
作
品

の
大
き
さ
＝
グ
ル
ー
プ
＝
模

造
紙
一
枚
以
内
、
個
人
＝
Ａ

３
判
一
枚 

区
内
在
住
・
在

学
の
小
・
中
学
生 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ（
記
入
例
参
照
・

名
前
な
ど
は
全
員
分
記
入
）

に
作
品
名
、
ひ
と
こ
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
書
い
て
、　

月　
１２

１０

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
科

学
館
へ
。
区
立
小
・
中
学
校

の
方
は
学
校
を
通
じ
て
募
集

し
ま
す

☆

　
 

・ 

科
学
館
（
〒　

‐
１６７

０
０
３
３
清
水
３
―
３
―

　

）
�
３
３
９
６
‐
４
３
９

１３１
時

（木）

（水）
内

対

費

申

場

問

照
）
で
、　

月　

日
（
必
着
）

１１

１９

ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―

１６６

　

―　

）
へ
（
抽
選
） 

同
セ

２２

３２

ン
タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２

１●
杉
並
第
四
い
ず
み
福
祉
作

業
所
工
房
「
手
と
手
」 

手
織
り
展

　

手
織
り
の
マ
フ
ラ
ー
・
袋
物
・

テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
作

品
を
展
示
即
売
し
ま
す
。（
区
後

援
）

　
 
　

月　

日 

〜　

日 

午

１１

２１

２３

前　

時
〜
午
後
４
時
（　

日
は

１１

２３

午
後
３
時
ま
で
） 

杉
並
第
四

い
ず
み
福
祉
作
業
所
工
房
「
手

と
手
」（
方
南
１
―　

―　

） 

５２

２０

当
日
、
直
接
会
場
へ 

同
作
業

所
�
３
３
２
１
‐
４
４
８
５

杉
実
祭

　
 
　

月　

日 

午
前　

時
〜

１１

２７

１０

午
後
３
時 

す
ぎ
の
き
生
活
園

（
井
草
３
―　

―　

） 

作
品

１８

１４

展
示
・
即
売
、
バ
ザ
ー
、
焼
き

い
も
販
売
、
ゲ
ー
ム
、
模
擬
店

な
ど 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

す
ぎ
の
き
生
活
園
�
３
３
９
９

‐
８
９
５
３

 
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が 

高
め
の
方
の
ク
ッ
キ
ン
グ

　
 
　

月　

日 

午
前　

時
〜

１１

２９

１０

午
後
３
時 

高
井
戸
保
健
セ
ン

タ
ー（
高
井
戸
東
３
―　

―
３
）

２０

 

ク
ッ
キ
ン
グ
・
昼
食
会
・
食

生
活
改
善
の
話 

区
内
在
住
・

在
勤
の
方 

二
五
名 

四
〇
〇

円
（
昼
食
代
） 

・ 

電
話
で
、

高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３

３
４
‐
４
３
０
４
へ
（
先
着
順
）

問

時

（日）

（祝）

場

申

問

時

（土）

場

内

申

問

時

（月）

場

内

対

定

費

申

問

 

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・
筆

記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

家
族
介
護
教
室

　
 
　

月　

日 

午
後
２
時
〜

１１

１９

４
時 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

さ
ん
じ
ゅ
阿
佐
谷
（
阿
佐
谷
北

１
―
２
―
１
） 

高
齢
者
の
介

護
を
す
る
家
族
の
悩
み
相
談 

高
齢
者
の
介
護
に
関
心
の
あ
る

方 

一
五
名 

無
料 

・ 

電

話
で
、
阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の

家
�
３
３
３
８
‐
８
６
３
０
へ

（
先
着
順
）

�
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ッ
ジ 

バ
ス
見
学
会

　

東
京
電
力
㈱
富
津
火
力
発
電

所
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
と

新
日
鉄
㈱
君
津
製
鉄
所
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
を
見
学

し
ま
す
。

　
 
　

月　

日 

午
前
７
時　

１１

３０

４５

分
〜
午
後
５
時　

分 

集
合
・

３０

解
散
＝
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪

（
荻
窪
５
―　

―　

） 

区
内

１５

１３

在
住
・
在
勤
の
方 

四
〇
名（
抽

選
） 

一
〇
〇
円
（
保
険
料
、

昼
食
希
望
の
方
は
別
途
料
金
で

他
時

（金）

場

内

対

定

費

申

問

時

（火）

場
対

定

費

用
意
し
ま
す
） 

往
復
ハ
ガ
キ

（
記
入
例
参
照
）
に
昼
食
希
望

の
有
無
も
書
い
て
、　

月　

日

１１

２２

（
必
着
）
ま
で
に
す
ぎ
な
み
環

境
情
報
館
（
〒　

‐
０
０
５
１

１６７

荻
窪
５
―　

―　

）
へ 

同
館

１５

１３

�
３
３
９
８
‐
３
１
９
１

体
が
不
自
由
な
方
の
た

め
の
お
口
と
健
康
の
話

　
 
　

月　

日 

午
後
１
時
〜

１１

２２

３
時
（
区
後
援
） 

高
井
戸
地

域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東

３
―
７
―
５
） 

パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
な
ど
体
が
不
自
由
な
方
の

た
め
の 
口  
腔 
衛
生
と
歯
科
治
療

こ
う 
く
う

に
つ
い
て
の
講
演 

杉
の
木
歯

科
診
療
所
医
長
・
松
本
守
正 

申

問

時

（月）
場

内
師

定

一
一
〇
名
（
先
着
順
） 

無
料

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

杉
並

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
・

片
山
�
３
３
３
３
‐
３
１
６
０
、

有
賀
�
３
３
０
２
‐
０
６
６
７

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
税
務
講
座

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
事
業
と
税
法

上
の
収
益
事
業
の
関
係
、
消
費

税
な
ど
、
基
礎
を
学
び
ま
す
。

　
 
　

月
１
日 

午
後
６
時　

１２

３０

分
〜
８
時　

分 

杉
並
Ｎ
Ｐ

３０

Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　
４７

―　

―
四
階
） 

一
五
名 

二

１７
〇
〇
〇
円 
　

月　

日 

か
ら

１１

１２

電
話
で
、
杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

費

申

問

時

（水）
場

定

費

申

（金）

�
５
３
０
６
‐
３
９
３
９
へ（
先

着
順
） 

同
セ
ン
タ
ー

�
学
び
と
気
づ
き
の
セ
ミ
ナ
ー 

自
分
の
成
育
歴
と
人
生

　

よ
り
自
分
ら
し
く
生
き
る
た

め
に
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。（
区
後
援
）

　
 
　

月
５
日 

午
後
１
時　

１２

３０

分
〜
３
時　

分 

高
井
戸
地
域

３０

区
民
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３

―
７
―
５
） 
 

モ
ラ
ロ
ジ
ー

研
究
所
・
渡
辺
晋
三 

五
〇
名

 

五
〇
〇
円 

・ 

電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
（
記
入
例
参
照
）

で
、杉
並
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
・

橋
本
�
・
�
５
３
０
０
‐
７
１

２
３
へ
（
先
着
順
）

問

時

（日）場
師
（財）

定

費

申

問

土曜日のパパママ学級
１２月１８日（土）午後１時～４時
高井戸保健センター

（〒１６８‐００７２高井戸東３‐２０‐３�３３３４‐４３０４）

【内容】ビデオ、もく浴実習、情報交換など【対象】区内在住
で当日妊娠２８週以上の初産のカップル２４組【参加費】無料【申
込み】往復ハガキに２人の氏名・住所・電話番号・出産予定日
を書いて、１１月１９日～１２月３日 （必着）までに同保健センターへ
【その他】応募多数の場合、出産予定日などで調整あり

▲１５年の競技風景

▲喜早　哲▲芳村　真理

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢も記入

〈郵便ハガキ〉

○１ 行事名

○２ 住所

○３ 氏名（フリガナ）

○４ 年齢

○５ 電話番号

（原則１人１枚）

入

例

記

み
ん
な
の
力
作

み
ん
な
の
力
作

大
募
集
！

大
募
集
！



〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

�������●３ 平成１６（２００４）年��月��日（木曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

●
天
文
の
夕
べ 

講
演
会
「
宇
宙
の
現
在
・

過
去
・
未
来
」

　

最
新
の
観
測
結
果
に
基
づ
い

た
、
宇
宙
論
の
第
一
人
者
の
お

話
を
聞
き
ま
す
。

　
 
　

月　

日 

午
後
６
時　

１１

２７

３０

分
〜
８
時　

分
（
６
時
開
場
）

３０

 

科
学
館（
清
水
３
―
３
―　

）
１３

 

国
立
天
文
台
・
杉
山
直 

区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小
学

四
年
生
以
上
の
方
（
小
・
中
学

生
は
保
護
者
同
伴
） 

一
四
〇

名
（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

科
学
館
�
３
３

９
６
‐
４
３
９
１

●
講
演
会 

い
ま
親
に
で
き
る
こ
と
・

幼
児
期
に
大
切
な
こ
と

　
 
　

月　

日 

午
後
２
時
〜

１１

２７

４
時
（
区
後
援
） 

高
井
戸
地

域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東

３
―
７
―
５
） 

カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
・
阿
部
美
代 

保
育
園
・
幼

稚
園
児
の
保
護
者 

一
〇
〇
名

 

無
料 

・ 

電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
、 

家
庭
生
活
研
究

会
・
平
野
�
３
３
１
４
‐
０
４

２
１　

３
３
１
２
‐
８
１
８
２

FAX

へ
（
先
着
順
） 

①
車
で
の
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
②
託
児

あ
り
（
要
予
約
）

時

（土）

場師

対

定

費

申

問

時

（土）
場

師対
定

費

申

問（社）
他

●
区
民
の
た
め
の
精
神
保
健

講
座 

統
合
失
調
症

　

統
合
失
調
症
は
、
症
状
が
複

雑
で
理
解
さ
れ
に
く
い
病
気
で

す
。
こ
の
機
会
に
正
し
く
知
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 
　

月
６
日 

午
後
２
時　

１２

３０

分
〜
４
時　

分
（
受
付
は
２
時

３０

〜
） 

荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー（
荻

窪
５
―　

―
１
） 

都
立
大
塚

２０

病
院
精
神
科
・
松
井
康
絵 

区

内
在
住
・
在
勤
の
方 

六
〇
名

 

無
料 

・ 

電
話
で
、
荻
窪

保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
１
‐

０
０
１
５
へ
（
先
着
順
）

●
消
費
生
活
講
座 

親
子
で
そ
ば
打
ち
に 

挑
戦
し
よ
う
！

　

お
い
し
い
お
そ
ば
を
自
分
で

打
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 
　

月　

日 

午
前
９
時　

１２

１１

３０

分
〜
午
後
２
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ

る
荻
窪
・
第
一
〜
第
三
教
室（
荻

窪
５
―　

―　

） 

区
内
在
住

１５

１３

の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者 

一

二
組
二
四
名
（
抽
選
） 

一
人

五
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２

面
記
入
例
参
照
）
で
、　

月　
１１

２６

日
（
必
着
）
ま
で
に
消
費
者
セ

ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
５
１
荻

１６７

窪
５
―　

―　

あ
ん
さ
ん
ぶ
る

１５

１３

荻
窪
三
階
）
へ 

同
セ
ン
タ
ー

�
３
３
９
８
‐
３
１
４
１

●
ユ
ネ
ス
コ
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム 

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
日
本 

平
和
の
き
ず
な
を
語
る

　

タ
リ
バ
ン
政
権
に
よ
っ
て
女

性
が
教
育
を
受
け
る
機
会
を
奪

わ
れ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
、

い
ま
復
興
に
む
け
て
歩
み
始
め

て
い
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
実
情
や
文
化
を
知
り
、
互
い

時

（月）

場

師

対

定

費

申

問

時

（土）場
対

定
費

申

問

に
理
解
す
る
心
や
教
育
の
大
切

さ
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　
 
　

月　

日 

午
後
０
時　

１１

２７

３０

分
〜
４
時　

分
（
区
共
催
） 

４５

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　
２２

―　

） 

①
ビ
デ
オ
上
映
（
午

３２
後
１
時　

分
〜
２
時　

分
）「
も

３０

２０

う
ひ
と
つ
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
」
②
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の

教
育
支
援
活
動
の
発
表
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
文
化
に
つ
い
て
の

講
演
、
在
日
留
学
生
と
の
対
話

（
午
後
２
時　

分
〜
４
時　

４０

１０

分
）
③
ミ
ニ
バ
ザ
ー
（
午
後
０

時　

分
〜
１
時　

分
、
４
時　

３０

２０

１０

分
〜
４
時　

分
） 

一
〇
〇
名

４５

（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

杉
並
ユ
ネ
ス
コ

協
会
・
国
島
�
・　

３
３
９
４

FAX

‐
９
４
８
２ 

託
児
あ
り
（　
１９

日
ま
で
に
予
約
・
無
料
）

●
す
ぎ
な
み
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
レ
ッ
ジ 

都
市
部
に
お
け
る
「
地
域

密
着
小
規
模
多
機
能
ケ
ア

拠
点
」
づ
く
り
を
考
え
る

　

今
後
の
高
齢
者
介
護
に
お
い

時

（土）

場

内

定

費

申

問他

て
重
点
視
さ
れ
て
い
る
「
地
域

密
着
小
規
模
多
機
能
ケ
ア
」
の

理
念
・
政
策
・
実
践
例
を
学
び
、

具
体
的
拠
点
づ
く
り
の
実
現
を

模
索
し
て
い
き
ま
す
。　

　
 

・ 

・ 

左
表
の
と
お
り

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

） 

区
内
在
住
・
在
勤

２２

３２

の
方 

三
〇
名
（
抽
選
） 

無

料（
別
に
資
料
代
一
五
〇
〇
円
）

 

ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
ス
（
２
面

記
入
例
参
照
）
に
応
募
動
機
も

書
い
て
、　

月
３
日（
必
着
）
ま

１２

で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ

コ
ー
プ
（
〒　

‐
０
０
０
５
豊

１７０

島
区
南
大
塚
２
―　

―　
　

５

３３

１０
FAX

９
７
８
‐
２
１
８
７
）
へ 

同

法
人
�
５
９
７
８
‐
２
１
８
５

●
自
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー 

自
立
の
一
歩
を
踏
み
出

そ
う
！

　

障
害
者
に
対
す
る
支
援
費
制

度
が
始
ま
っ
て
も
う
す
ぐ
二

年
、
私
た
ち
は
何
を
す
れ
ば
よ

い
の
か
、
一
緒
に
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

　
 
　

月
４
日 

午
後
１
時　

１２

３０

時

内

師

場

対

定

費

申

問

時

（土）

〈都市部における「地域密着小規模多機能ケア拠点」づくりを考える〉
講　師内　容月　日

ＮＰＯ法人ワーカーズコー
プ理事　　　　　田中　

羊子

開講式・オリエンテーシ
ョン・小規模多機能ケア
の展望（講義）

１２月１８日 （土）

武蔵野きんもくせい職員、
板橋桜川ディ職員ほか

地域密着型サービスへ
の取り組み事例　　２５日 （土）

グループホームこもれび
　　　　　　和田　行男大逆転の 痴  呆 ケア

ち ほう

１月８日 （土）

さくらはうす代表
　　　　　　小菅　恵子
町田シナモン職員

新しい働き方と介護拠
点づくり（意見交換）　　１５日 （土）

ＮＰＯ法人ワーカーズコ
ープ職員

実践施設の見学（左記３
日間のうち１日を選択）

２１ ・２２ ・
２４日（月）
（金） （土）

労協センター事業団福祉
部副部長　　田嶋　康利

介護保険制度との関係
と事業計画　　２９日 （土）

田中　羊子
足立おひさまの家職員

自治体との協働と実践
事例（講義・話し合い）２月１２日 （土）

ＮＰＯ法人ワーカーズコ
ープ職員

修了式・懇談会・今後の
展望（意見交換）　　１９日 （土）

※時間はいずれも、午後１時３０分～４時３０分（１月２１・２２・２４日は午
前１０時～午後４時）。

区民等の意見提出手続き
を予定しています

○１ 案の名称＝子ども・子育て将来構想素案
○２ 意見などの提出期間
　１１月２１日（日）～１２月１５日（水）
※概要は「広報すぎなみ」１１月２１日号、区ホー
ムページに掲載します。

 児童課計画担当問

自 治 基 本
条例による

分
〜
３
時　

分 

杉
並
障
害
者

３０

福
祉
会
館
（
高
井
戸
東
４
―　
１０

―
５
） 

・ 

第
一
部
＝
お
話

「
自
立
生
活
を
し
て
思
う
こ

と
」
＝
「
一
人
暮
ら
し
を
は
じ

め
て
」（
菊
地
英
治
／
身
体
障

害
）、「
障
害
者
雇
用
で
の
就
職
」

（
米
田
幸
枝
／
聴
覚
障
害
）
▽

第
二
部
＝
み
ん
な
で
語
り
合
い

ま
し
ょ
う 

無
料 

・ 

電
話
・

フ
ァ
ク
ス
で
、
障
害
者
福
祉
会

館
�
３
３
３
２
‐
６
１
２
１　
FAX

３
３
３
５
‐
３
５
８
１
へ 

希

望
す
る
方
に
は
リ
フ
ト
付
バ
ス

を
運
行
し
ま
す

●
杉
並
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

企
画
講
演
会 

食
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル 

「
う
ま
味
調
味
料
」

　
 
　

月　

日 

午
後
１
時　

１１

２７

３０

分
〜
４
時　

分 

杉
並
保
健
所

４０

（
荻
窪
５
―　

―
１
） 

味
の

２０

素
㈱
研
究
員
お
よ
び 

栄
養
改

善
普
及
会
会
長 

区
内
在
住
の

方 

一
二
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
健
康
推
進
課
�
３
３

９
１
‐
１
０
１
５
へ
（
先
着
順
）

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば 

高
井
戸

◇
ミ
デ
ィ
ス
カ
ー
ト
を
つ
く
り

場

内

師
費

申

問

他

時

（土）場

師
（社）

対

定

費

申

問

ま
せ
ん
か

　

和
・
洋
服
地
の
残
り
布
を
利

用
し
て
、
ひ
ざ
下
丈
の
ス
カ
ー

ト
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
 
　

月　

日 

・　

日 

い

１１

２２

２９

ず
れ
も
午
後
１
時
〜
３
時　

分
３０

（
計
二
回
） 

一
二
名 

無
料

 

電
話
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ

ば
高
井
戸
へ
（
先
着
順
）

◇
女
子
美
生
の
ア
ー
ト
な
一
日

―
簡
単
お
し
ゃ
れ
な
マ
イ
バ

ッ
グ
づ
く
り
＆
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト

　

女
子
美
生
と
一
緒
に
世
界
に

ひ
と
つ
だ
け
の
マ
イ
バ
ッ
グ
を

作
り
ま
せ
ん
か
。
女
子
美
生
に

よ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
開

催
し
ま
す
。（
区
後
援
）

　
 
　

月
５
日 

①
午
前　

時

１２

１０

　

分
〜　

時　

分
②　

時　

分

３０

１１

３０

１１

３０

〜
午
後
０
時　

分
③
１
時　

分

３０

３０

〜
２
時　

分
④
２
時　

分
〜
３

３０

３０

時　

分 

女
子
美
術
大
学
生 

３０
各
回
一
〇
名 

無
料 

電
話

で
、
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井

戸
へ
（
先
着
順
）

◇
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

リ
サ

in

イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

　
 
　

月
４
日 

・
５
日 

午

１２

前　

時
〜
午
後
３
時 

区
内
在

１０
住
・
在
勤
の
方
（
業
者
は
不
可
）

 

各
日
と
も
一
四
区
画（
抽
選
）

時

（月）

（月）

定

費

申
時

（日）

師

定

費

申

時

（土）

（日）

対

定

�

�

�

�

����������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

来
春
区
立
小
・
中
学
校
へ

入
学
す
る
新
一
年
生
を
対
象

に
、
保
護
者
や
子
ど
も
が
学

校
を
希
望
で
き
る
「
学
校
希

望
制
度
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　

月
４
日
で
希
望
申
請
を

１０
締
め
切
っ
た
と
こ
ろ
、
小
学

校
六
四
一
件
・
中
学
校
七
〇

三
件
の
申
請
が
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
う
ち
、小
学
校
三
校
・

中
学
校
七
校
に
つ
い
て
、
受

け
入
れ
人
数
を
超
え
る
申
請

が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
の
受

け
入
れ
態
勢
や
今
後
の
入
学

予
定
者
の
見
込
み
な
ど
を
総

合
的
に
判
断
し
、
浜
田
山
小

学
校
・
阿
佐
ケ
谷
中
学
校
・

井
荻
中
学
校
・
荻
窪
中
学
校

お
よ
び
高
井
戸
中
学
校
に
つ

い
て
、
公
開
抽
選
を
行
い
ま

し
た
。（
上
表
）

　

そ
の
他
の
四
三
小
学
校
と

一
九
中
学
校
は
、
希
望
申
請

ど
お
り
と
し
ま
す
。
各
学
校

へ
の
就
学
通
知
は
、
１
月
上

旬
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

　
 

学
務
課

問

〈希望申請公開抽選結果〉

当選数抽選対象者学校名

３０７２浜田山小

４４７１阿佐ケ谷中

２０７７井荻中

５０７４荻窪中

３０７１高井戸中

学
校
希
望
制
度
の
申
請
結
果

学
校
希
望
制
度
の
申
請
結
果

�

�

�

�

�������������

�������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

   
国
民
健
康
保
険
は
、
健
康

を
支
え
る
た
め
の
大
事
な
助

け
合
い
の
制
度
で
す
。　

健

全
な
運
営
に
は
皆
さ
ん
の
保

険
料
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
納

期
は
毎
月
末
日
で
す
。
忘
れ

ず
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

納
付
書
が
あ
れ
ば
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納

付
で
き
ま
す
。

◇
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

　

自
動
引
落
で
納
め
忘
れ
の

心
配
が
な
い
口
座
振
替
を
ぜ

ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
書
を
ご
希
望
の
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

 

国
民
健
康
保
険
課
収
納
係

問
国
民
健
康
保
険
料

 

一
〇
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
記
入
例
参
照
）
に
参
加

希
望
日
も
書
い
て
、　

月　

日

１１

１８

（
必
着
）
ま
で
に
リ
サ
イ
ク
ル

ひ
ろ
ば
高
井
戸
へ 

車
で
の
搬

出
入
・
来
場
は
で
き
ま
せ
ん

☆

　
 

・ 

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば

高
井
戸
（
〒　

‐
０
０
７
２
高

１６８

井
戸
東
３
―
７
―
４
�
３
３
３

１
‐
４
３
６
０
／
水
・
木
曜
休

館
）

Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

養
成
講
座

　

パ
ソ
コ
ン
や
Ｉ
Ｔ
活
用
に
関

す
る
相
談
や
サ
ポ
ー
ト
、
講
習

会
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
を
行

う
Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
、
地
域
で
活
動
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
講
座
で
す
。
受
講
後

は
講
習
会
や
パ
ソ
コ
ン
相
談
コ

ー
ナ
ー
で
の
活
動
に
参
加
し
て

費

申
他

場

問

い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
 
　

月
５
日
〜　

日
の
毎
週

１２

２６

日
曜
日
午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

（
計
四
回
） 

高
井
戸
図
書
館

（
高
井
戸
東
１
―　

―
１
） 

２８

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の　
２０

歳
以
上
の
方
で
日
常
的
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方 

一
〇
名
（
抽

選
） 

二
万
円
＋
テ
キ
ス
ト
代

二
〇
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
記
入
例
参
照
）
に
、
昼

間
の
連
絡
先
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待

ち
の
有
無
、
在
勤
・
在
学
の
方

は
勤
務
先
・
学
校
名
も
書
い
て
、

　

月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で

１１

２２

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
ら
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
〒　

‐
０
０
２
２
下
井

１６７

草
５
―　

―　

井
荻
書
店
ビ
ル

１８

１５

三
階
）
へ 

同
法
人
�
５
３
０

３
‐
６
５
４
０
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジh
ttp
://w
w
w
.s
a
ra
-p
r

o
je
c
t.o
r.jp

時

場

対

定

費

申

問
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段
北
１
―
１
―
４
東
京
区
政
会

館
本
館
四
階
）
へ
本
人
が
持
参

 

同
課
�
５
２
１
０
‐
９
７
５

１ 

募
集
案
内
は
、
申
込
先
と

教
育
委
員
会
指
導
室
（
区
役
所

東
棟
六
階
）
に
あ
り
ま
す

「
グ
ル
ー
プ
保
育
室
」

運
営
グ
ル
ー
プ

　

グ
ル
ー
プ
保
育
室
は
、
区
が

施
設
を
整
備
し
、
保
育
士
な
ど

の
資
格
を
も
つ
区
民
の
保
育
者

グ
ル
ー
プ
が
自
主
的
に
保
育
室

を
運
営
す
る
も
の
で
す
。

　
　

年
度
に
開
設
予
定
の
グ
ル

１７
ー
プ
保
育
室
を
運
営
す
る
団
体

を
募
集
し
ま
す
。

　
 

応
募
要
件
＝
①
地
域
の
子

育
て
支
援
に
熱
意
を
持
つ
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ま
た
は
任
意
の
グ
ル
ー

プ
②
保
育
士
な
ど
の
資
格
を
持

つ
区
民
が
主
な
構
成
員
で
あ
る

こ
と
な
ど
▽
開
設
予
定
地
＝
高

円
寺
南
２
―　

―
５
（
高
円
寺

３２

中
央
出
張
所
跡
）
▽
定
員
＝
一

八
名
（
生
後
６
週
間
以
上
３
歳

未
満
）

◇
応
募
に
関
す
る
説
明
会

　
 
　

月　

日 

午
後
３
時
〜

１１

１９

 

区
役
所
第
九
会
議
室
（
西
棟

八
階
） 

当
日
ま
で
に
電
話
で
、

保
育
課
指
導
係
へ☆

　
 

保
育
課
指
導
係

二
酸
化
窒
素
を
測
定
し

て
み
ま
せ
ん
か

　

大
気
汚
染
の
原
因
で
あ
る
二

酸
化
窒
素
（
Ｎ
Ｏ
２

）
を
、
あ
な

た
の
家
の
付
近
で
測
定
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
簡
単
な
測
定
器
具

を
取
り
付
け
る
だ
け
で
、
分
析

は
杉
並
大
気
汚
染
測
定
連
絡
会

が
行
い
ま
す
。（
区
後
援
）

　
 
　

月
２
日 

・
３
日 
 

１２

三
〇
〇
円
（
測
定
器
具
代
一
〇

問
他内時

（金）

場

申

問時

（木）

（金）
費

〇
円
、
郵
送
料
二
〇
〇
円
） 

切
手
三
〇
〇
円
分
を
同
封
し
、

住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
電

話
番
号
を
書
い
て
、
杉
並
大
気

汚
染
測
定
連
絡
会
・
渡
辺
正
子

（
〒　

‐
０
０
０
２
高
円
寺
北

１６６

４
―　

―　

）
へ 

同
会
・
渡

３４

１１

辺
�
３
３
３
７
‐
３
０
６
５ 

測
定
を
終
え
た
器
具
は
、
同
会

へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
（
送
料

＝
三
本
ま
で
一
二
〇
円
。
四
本

以
上
は
、
郵
便
局
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
）

す
ぎ
な
み
本
の
帯
ア
イ

デ
ア
賞

　

お
気
に
入
り
の
一
冊
に
、
そ

の
本
が
読
み
た
く
な
る
よ
う
な

帯
広
告
を
掛
け
て
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

　
 

用
紙
の
種
類
・
字
体
・
字

数
は
自
由
。
短
い
文
だ
け
で
な

く
、
写
真
・
絵
な
ど
を
入
れ
て

も
可 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
小
学
生
か
ら　

歳
ま
で
の

１８

方 

作
品
と
、
別
紙
に
本
の
題

名
と
作
者
・
郵
便
番
号
・
住
所
・

電
話
番
号
・
氏
名
・
年
齢
を
書

い
て
、　

月　

日
〜　

年
１
月

１２

１５

１７

　

日
（
必
着
）
に
中
央
図
書
館

１５サ
ー
ビ
ス
係
（
〒　

‐
０
０
５

１６７

１
荻
窪
３
―　

―　

）
へ 

同

４０

２３

係
�
３
３
９
１
‐
５
７
５
４ 

作
品
は
本
に
掛
け
て
提
出
。
一

人
一
点
で
、
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す

●
大
宮
ふ
れ
あ
い
の
家 

ア
ル
バ
イ
ト

　
 

勤
務
内
容
＝
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
清
掃
▽
勤
務
時

間
＝
週
二
日
／
午
後
４
時
〜
５

時　

分
▽
時
給
＝
八
〇
〇
円

１５

 

・ 

電
話
連
絡
の
う
え
、
履

歴
書
を
大
宮
ふ
れ
あ
い
の
家

（
〒　

‐
０
０
１
３
堀
ノ
内
１

１６６

申

問

他

 
内

対
申

問
他

内
申

問

―　

―　

�
５
３
７
７
‐
７
０

１６

３８

２
５
）
へ

 
区
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う

　

第
四
回
区
議
会
定
例
会
は
、

　

月　

日 

に
開
会
さ
れ
る
予

１１

２２

定
で
す
。本
会
議
や
委
員
会
は
、

定
員
の
範
囲
内
で
ど
な
た
で
も

傍
聴
で
き
ま
す
。

　
 

当
日
、
直
接
区
議
会
事
務

局
（
区
役
所
中
棟
三
階
）
へ 

同
事
務
局
（
日
程
に
つ
い
て
は

　

月　

日
以
降
に
お
願
い
し
ま

１１

１６

す
） 

手
話
通
訳
を
希
望
す
る

方
は
、
希
望
日
の
四
日
前
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●
ご
存
知
で
す
か 

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦

情
調
整
委
員
制
度

　

障
害
者
支
援
費
制
度
や
介
護

保
険
制
度
、
保
育
園
の
入
園
な

ど
、
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
に
あ
た
っ
て
困
っ
て
い
る
こ

と
や
、
納
得
の
い
か
な
い
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

区
で
は
、
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
苦
情
・
要
望
に
公
正
・
中

立
な
立
場
で
対
応
す
る
第
三
者

機
関
と
し
て
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
苦
情
調
整
委
員
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

◇
こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
苦

情
・
要
望
は
？

　

昨
年　

月
１
日
か
ら
実
施
さ

１１

れ
た
こ
の
制
度
も
一
年
を
経
過

し
、
こ
れ
ま
で
に
三
〇
件
の
苦

情
や
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
申
立

て
ら
れ
た
苦
情
は
本
年　

月
１

１１

日
現
在
で
八
件
あ
り
ま
す
。

【
主
な
内
容
】

　●
 

ヘ
ル
パ
ー
事
業
者
の
契
約
不

履
行
に
対
す
る
苦
情
申
立
て

（月）

申

問

他

杉
並
区
職
員
（
看
護
師
）

　
 

第
一
次
選
考
＝　

月　

日

１２

１２

 

▽
受
験
資
格
＝
昭
和　

年
４

４０

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
看
護

師
の
免
許
を
有
す
る
方
（
平
成

　

年
３
月　

日
ま
で
に
取
得
見

１７

３１

込
の
方
を
含
み
ま
す
）
／
国
籍

は
問
い
ま
せ
ん
▽
実
施
要
綱
お

よ
び
申
込
書
の
配
布
場
所
＝
職

員
課
人
事
係
（
区
役
所
東
棟
五

階
）、
区
民
事
務
所
・
分
室
、
駅

前
事
務
所
、
区
民
セ
ン
タ
ー
、

図
書
館
※
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
取
り
出
せ
ま
す
▽
募
集
人
数

＝
若
干
名 

①
郵
送
＝　

月　
１１

３０

日
（
必
着
）
②
持
参
＝
同
日
午

後
５
時
ま
で
に
職
員
課
人
事
係

へ 

職
員
課
人
事
係

特
別
区
立
幼
稚
園
妊
娠

出
産
休
暇
・
育
児
休
業

補
助
教
員
採
用
候
補
者

（
登
録
者
）

　
 

資
格
＝
幼
稚
園
教
諭
普
通

免
許
状
を
現
に
有
し
、
国
公
私

立
幼
稚
園
の
正
規
任
用
教
員

（
特
別
区
の
区
立
幼
稚
園
臨
時

的
任
用
教
員
は
含
む
が
、
非
常

勤
講
師
は
含
ま
な
い
）
の
経
験

が
一
年
以
上
あ
り
、
昭
和　

年
１９

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

 
　

月
１
・
２
日
に
、
募
集
案

１２
内
に
あ
る
所
定
の
書
類
を
、
特

別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教

育
委
員
会
事
務
局
人
事
企
画
課

採
用
選
考
担
当
（
千
代
田
区
九

内
（日）

申

問対
申

〈表２　１６年度ツベルクリン・ＢＣＧ接種日程表〉
※緑字はツベルクリン接種日、黒字はＢＣＧ接種日。

和泉保健
センター

（和泉４‐５０‐６
�３３１３‐９３３１）

上井草保健
センター

（上井草３‐８‐１９
�３３９４‐１２１２）

高円寺保健
センター

（高円寺南３‐２４‐１５
�３３１１‐０１１６）

高井戸保健
センター

（高井戸東３‐２０‐３
�３３３４‐４３０４）

荻窪保健
センター

（荻窪５‐２０‐１
�３３９１‐００１５）

２４・２６１６・１８
９・１１１６・１８９・１１

１６年１１月
１６・１８３０・（１２月）２１６・１８

１５・１７１４・１６
７・９７・９７・９

　　１２月
１４・１６１４・１６１４・１６

２６・２８１８・２０
１１・１３１１・１３１１・１３

１７年１月
１８・２０２５・２７２５・２７

２３・２５１５・１７
１・３８・１０８・１０

　　２月
１５・１７２２・２４２２・２４

９・１１１５・１７
１・３８・１０８・１０

　　３月
１５・１７２２・２４２２・２４

（注）１．受付時間は、午後１時～２時。２．ツベルクリン・ＢＣＧ両日とも来所してくださ
い。

　

結
核
予
防
法
が
改
正
さ
れ
、

　

年
４
月
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
が

１７変
わ
り
ま
す（
表
１
）。　

年
４

１７

月
以
降
、
６
カ
月
を
過
ぎ
る
お

子
さ
ん
は
、
法
に
基
づ
く
接
種

対
象
で
は
な
く
な
り
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ

を
接
種
す
る
場
合
は
、
任
意
接

種
（
有
料
）
に
な
り
ま
す
。

　

４
歳
未
満
の
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を

し
て
い
な
い
お
子
さ
ん
に
対
し

て
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は　

年
３
月

１７

末
ま
で
に
お
近
く
の
保
健
セ
ン

タ
ー
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。（
表

２
）

　
 
　

年
４
月
１
日
に
６
カ
月

１７

以
上
４
歳
未
満
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
未
接

対

種
の
乳
幼
児 

無
料 

各
保
健

セ
ン
タ
ー

費

問

●
制
度
が
変
わ
り
ま
す

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
は
お
早
め
に

　

委
員
が
関
係
者
か
ら
聴
き
取

り
調
査
を
実
施
し
調
整
を
図
っ

た
結
果
、
利
用
者
と
事
業
者
の

間
で
和
解
が
成
立
し
、
解
決
に

至
り
ま
し
た
。

　●
 

乳
幼
児
施
設
で
子
ど
も
が
け

が
を
し
た
が
、
施
設
の
対
応

に
納
得
が
い
か
な
い

　

委
員
が
施
設
に
事
実
確
認
を

行
い
、
両
者
の
言
い
分
を
聞
い

た
上
で
助
言
を
し
、
相
談
者
の

納
得
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

◇
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

施
設
や
事
業
者
に
対
し
て
は

言
い
に
く
い
苦
情
や
要
望
も
、

第
三
者
で
あ
る
委
員
に
相
談
に

の
っ
て
も
ら
い
、
適
切
な
助
言

を
受
け
た
り
、
調
整
を
図
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
問
題
が
解
決
し

た
り
、
気
持
ち
の
整
理
が
つ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、皆
さ
ん
の
ご
意
見
は
、

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
一

層
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

苦
情
調
整
委
員
に
よ
る
相
談

は
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
〜
５

時
（
受
付
は
４
時
ま
で
）
で
す
。

　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
の

で
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
 

保
健
福
祉
部
管
理
課
保
健

福
祉
相
談
係

　

月
の
出
張
教
育
相
談
室

１２
　

子
ど
も
の
教
育
に
関
す
る
悩

み
に
つ
い
て
、
二
名
の
教
育
相

談
員
が
個
別
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　
 
　

月
９
日 

午
前
９
時
〜

１２

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
（
原

則
第
二
木
曜
日
） 

井
草
地
域

区
民
セ
ン
タ
ー
（
下
井
草
５
―

７
―　

） 

区
内
の
幼
児
、
小
・

２２

中
学
生
の
保
護
者
と
関
係
者 

無
料 

前
日
ま
で
に
電
話
で
、

問時

（木）
場

対

費

申

済
美
教
育
研
究
所
�
３
３
１
１

‐
０
０
２
１
へ
予
約 

同
研
究

所 

当
日
は
会
場
で
も
受
け
付

け
ま
す
が
、
お
待
ち
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す

認
証
保
育
所
が
開
設
さ

れ
ま
す

　

認
証
保
育
所
と
は
、
多
様
化

す
る
保
育
需
要
に 
応 
え
る
た
め

こ
た

に
、
都
が
独
自
の
基
準
を
定
め

て
創
設
し
た
民
間
保
育
施
設
で

す
。　

月
に
開
設
予
定
で
す
。

１２

　
 

名
称
＝
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
ア

ス
ク
永
福
園
▽
所
在
地
＝
永
福

１
―　

―　

水
本
ビ
ル
二
階

３９

２４

（
京
王
井
の
頭
線
永
福
町
駅
か

ら
徒
歩
三
分
）
▽
開
園
時
間
＝

午
前
７
時　

分
〜
午
後　

時

３０

１０

（
年
中
無
休
）
▽
保
育
料
＝
利

用
形
態
に
よ
り
異
な
り
ま
す

（
例
＝
０
歳
児
を
週
五
日
、
一

日
午
前
８
時
〜
午
後
６
時
ま
で

保
育
す
る
場
合
、
月
額
五
万
六

〇
〇
〇
円
）。そ
の
ほ
か
食
事
代

な
ど
が
か
か
り
ま
す
▽
対
象
＝

月
一
六
〇
時
間
以
上
の
保
育
を

必
要
と
す
る
０
歳
〜
小
学
校
就

学
前
ま
で
の
乳
幼
児
▽
定
員
＝

０
歳
児
＝
五
名
、
１
・
２
歳
児

＝
各
一
〇
名
、３
歳
児
＝
三
名
、

４
歳
児
＝
二
名
、
計
三
〇
名
▽

契
約
＝
利
用
者
と
事
業
者
の
間

で
直
接
契
約 

・ 

㈱
日
本
保

育
サ
ー
ビ
ス
�
５
２
８
５
‐
２

４
５
７
へ

問

他内

申

問

�����������������������������������������������������������������������������

〈表１　制度の変更点〉

改正後（１７年４月から）改正前（１７年３月まで）

直接ＢＣＧ接種をする
ツベルクリン反応検
査を行い、陰性であれ
ばＢＣG接種をする

方法

生後６カ月まで（ただし、災
害発生などの事情によりや
むを得ない場合１歳になる
まで）

４歳になるまで（１歳
未満に行うことが勧
められる）

時期
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�������●５ 平成１６（２００４）年��月��日（木曜日）

●
あ
た
た
か
い
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

北
海
道
風
連
町
台
風
被

害
義
援
金

　

義
援
金
箱
の
設
置
は
、　

月
１０

　

日
を
も
っ
て
、
終
了
し
ま
し

２２た
。
区
民
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
義
援
金
は
一
四
万
五
八
九
一

円
で
す
。

　

こ
の
義
援
金
は
、　

月　

日

１０

２５

に
風
連
町
へ
送
金
し
ま
し
た
。

　
 

文
化
・
交
流
課

 
★
視
覚
障
害
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
た
め
の
音
声
ガ
イ
ド
付
き

観
劇
会

　
 
　

月　

日 

・　

日 

午

１２

１８

１９

後
２
時
〜
／　

日 

午
後
７
時

２２

〜
／　

日 

午
後
１
時
〜
／　

２３

２４

日 

午
後
７
時
〜 

文
京
区
千

石
三
百
人
劇
場
（
文
京
区
本
駒

込
２
―　

―　

） 

出
演
＝
劇

２９

１０

団 
昴 
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ

す
ば
る

ル
」 

四
〇
名 

一
九
〇
〇
円

 

・ 

電
話
で
、
杉
並
区
視
覚

障
害
者
福
祉
協
会
・
西
山
�
３

３
９
６
‐
２
８
４
０
へ
（
先
着

順
）

★ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

公
開
体
力
測
定

　

会
員
の
安
全
就
業
の
一
環
で

体
力
測
定
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
一
般
区
民
（　

歳
以
上
）

６０

の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
 
　

月　

日 

午
後
１
時
〜

１１

３０

３
時 

産
業
商
工
会
館
（
阿
佐

谷
南
３
―
２
―　

） 

問
診
・

１９

血
圧
・
身
長
・
体
重
・
握
力
・

バ
ラ
ン
ス
・
歩
行
速
度
な
ど 

五
〇
名
（
先
着
順
） 

無
料 

問時

（土）

（日）

（水）

（祝）

（金）

場内

定

費

申

問
（社）時

（火）

場

内

定

費

申

当
日
、
直
接
会
場
へ 

杉
並
区

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�
３

３
１
７
‐
２
２
１
７

★
福
祉
バ
ザ
ー
と
手
作
り
製
品

販
売

　
 
　

月　

日 

午
前　

時　

１１

２１

１０

３０

分
〜
午
後
３
時 

あ
し
た
の
会

中
途
障
害
者
の
第
二
福
祉
作
業

所
（
善
福
寺
３
―
２
―　

ゴ
ー

１４

ル
デ
ン
マ
ン
シ
ョ
ン　

） 

日

１０４

常
雑
貨
・
秋
冬
の
衣
類
・
産
直

品
の
販
売
、
模
擬
店
な
ど 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

同
作
業
所

�
・　

３
３
９
９
‐
８
３
３
９

FAX

★
高
遠
町
「 
山  
室 
ふ
れ
あ
い
農

や
ま 
む
ろ

園
」
オ
ー
ナ
ー
募
集

　

長
野
県
高
遠
町
で
は
、
都
会

の
人
た
ち
に
農
業
体
験
を
し
て

も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
市

と
農
村
の
交
流
を
深
め
、
地
域

の
活
性
化
と
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
図
る
こ
と
を
願
い
、「
山

室
ふ
れ
あ
い
農
園
」
を
開
設
し

ま
し
た
。

　
 

事
前
に
申
込
書
を
請
求
の

う
え
、　

年
２
月　

日
（
必
着
）

１７

２８

ま
で
に
、 

高
遠
町
振
興
公
社

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
３９６

０
２
９
２
長
野
県
上
伊
那
郡
高

遠
町
大
字
西
高
遠
１
８
０
６
）

へ 

同
振
興
セ
ン
タ
ー
（
�
０

２
６
５
‐
９
４
‐
２
２
３
９　
FAX

０
２
６
５
‐
９
４
‐
３
６
９
７

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スs

.n
o
u
s

e
i@
to
w
n
.ta
k
a
to
.n
a
g
a

n
o
.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
/

/：
w
w
w
.to
w
n
.ta
k
a
to
.

n
a
g
a
n
o
.jp
/

）

問

時

（日）場

内申

問

申

（財）

問

●区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
◇パドルテニス
　 １７年1月３０日（日）午前９時～午後５時 荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２） 種目
＝男子ダブルス・女子ダブルス 区内在住・在勤・在学の方 ８０名 ２０円（保
険料） 往復ハガキ（２面記入例参照）で、１２月２０日までに区パドルテニス協
会・柵山龍男（〒１６８‐００６３和泉２‐９‐４）へ（先着順） 同協会・柵山�・
FAX５９３０‐１９４９ ○１ 申し込みは個人単位とし、ペアの組み合わせは事前抽選で決
定します○２ ラケットのない方は、当日会場で貸し出します
●ソフトテニスシニアミックス大会
　 １２月４日（土）午前９時～午後５時（予備日１２月１１日） 松ノ木運動場庭球場
（松ノ木１‐３‐２２） 種目＝男女ミックスのダブルス戦�試合方法＝ペアの合
計年齢によって２部または３部に分け、各部ごとに原則としてリーグ・トーナメ
ント方式とします。部分けは申し込み状況を見て本部で決めます 区内在住・在
勤および連盟加盟のクラブ員で、大会当日満４５歳以上の方 １組３０００円（当日） 
ハガキに大会名、ペアの住所・氏名・年齢・性別・電話番号を書いて、１１月２４日
（必着）までに区ソフトテニス連盟・小島晃（〒１６６‐００１６成田西３‐６‐４）
へ 同連盟�３３１２‐０３８５（午後７時～９時）

 
●親子スケート教室
　初心者の親子を対象に、アイススケートに親しみ、初歩的な技術の習得を図り
ます。
　 １２月１２日（日）・１９日（日）午前１０時～正午（現地集合・解散） シチズンアイスス
ケートリンク（新宿区高田馬場４‐２９‐２７） 区内在住・在学の小学生とその保
護者（保護者の在勤可）で、２日間とも出席できる初心者の方 ５０名（抽選） 

時 場 内
対 定 費

申
問

他

時 場
内

対
費 申

問

スポーツ教室　

時 場
対

定 費

１人２２００円 往復ハガキ（１家族１枚）に教室名・住所・電話番号、参加者全員
の氏名（フリガナ）・生年月日・性別・靴のサイズ・子どもの学年を書いて、１１
月１９日（必着）までに（財）杉並区スポーツ振興財団（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐１４‐
２みなみ阿佐ケ谷ビル８階）へ 同財団�３３１２‐２１１１（区代表）
●トレーニングセミナー～シェイプアップコース
　運動の効果がなかなか出ない、運動がなかなか続かない方、ぜひご参加くださ
い。健康づくりのお手伝いをします。
　 １２月６日・１３日・２０日（月曜日コース）または１２月２日・９日・２３日（木曜
日コース）／時間はいずれも、午前１０時～１１時３０分 上井草スポーツセンター・
トレーニングルーム（上井草３‐３４‐１） 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の
方 両コース各５名 １回４００円（入場料） ・ 電話で、月曜日・木曜日コー
スどちらか指定のうえ、前日までに上井草スポーツセンター�３３９０‐５７０７へ（先
着順）

 
●筋力測定相談
　自分自身の筋力を筋力測定装置（バイオデックス）で測り、
トレーナーが個人の目的に合った効果的なアドバイスを行い
ます。ぜひ、この機会にご自分の筋力を測定してみませんか。
　 １２月１１日（土）午前９時～午後５時 上井草スポーツセンタ
ー・トレーニングルーム（上井草３‐３４‐１） 区内在住・
在勤・在学で１６歳以上の普段運動している方 ７組（個人お
よびペア〈２人組〉可） １５００円 電話で、希望測定時間
（午前９時～１時間ごとに１組）を上井草スポーツセンター�
３３９０‐５７０７へ（先着順） （財）杉並区スポーツ振興財団�３３１２
‐２１１１（区代表）

申

問

時
場

対
定 費 申 問

その他

時 場
対
定

費 申

問

競技大会
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〈表　１５年度大気汚染測定結果および環境基準達成状況〉

久我山 苗圃 
びょうほ

住居専用地域
高円寺

環状７号線沿い
富士見丘

放射５号線沿い
区役所前

青梅街道沿い

長期
的

短期
的

年平
均値

長期
的

短期
的

年平
均値

長期
的

短期
的

年平
均値

長期
的

短期
的

年平
均値

－－－－－－○○０．００５○○０．００２二酸化硫黄

○－０．０２４○－０．０３４○－０．０３４○－０．０４０二酸化窒素

－－－○○０．７○○０．７○○１．０一酸化炭素

－－－－－－－×０．０２５－×０．０１６光化学
オキシダント

－－－○○０．０３３××０．０３３××０．０４２浮遊粒子状
物　質

（注）１．年平均値＝各汚染物質の年度平均値（単位＝ppm、ただし浮遊粒子状物質はmg／m3 ）。２．短期
的＝環境基準の短期的評価。○：基準達成　×：基準非達成　－：非該当または、測定無し。３．長期
的＝環境基準の長期的評価。４．この環境基準には、各１時間値などを評価する短期的評価と１年
間の測定値を評価する長期的評価があります。

項目

結果等

測定室

　

冬
は
地
表
面
付
近
に
冷
た

い
空
気
が
停
滞
し
、
窒
素
酸

化
物
な
ど
の
大
気
汚
染
物
質

の
濃
度
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

区
で
は　

月
〜
１
月
の
三

１１

カ
月
間
、
自
動
車
か
ら
の
窒

素
酸
化
物
や
浮
遊
粒
子
状
物

質
の
排
出
低
減
に
向
け
、
冬

期
自
動
車
交
通
量
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

年
間
を
通
じ
て
、
水
曜
日

に
は
庁
有
車
の
使
用
抑
制
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
期

間
中
に
は
、
垂
れ
幕
の
掲
出

や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、

事
業
者
へ
の
車
の
使
用
抑
制

に
つ
い
て
協
力
要
請
を
行
い

ま
す
。

人
と
空
に
や
さ
し
い
、

車
の
使
用
を
！

　

大
気
汚
染
の
な
い
東
京
の

空
を
実
現
す
る
た
め
に
、
自

動
車
の
使
い
方
を
見
直
し
ま

し
ょ
う
。

◇
水
曜
日
は
ノ
ー
カ
ー
デ
ー

と
し
、
車
の
使
用
を
抑
制

し
ま
し
ょ
う
。
水
曜
日
が

困
難
な
事
業
者
の
方
は
週

に
一
度
、
車
の
使
用
を
抑

制
す
る
日
を
設
け
て
く
だ

さ
い
。

◇
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ

プ
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◇
低
公
害
車
、
最
新
規
制
適

合
車
の
使
用
を
優
先
し
ま

し
ょ
う
。

◇
公
共
交
通
機
関
を
積
極
的

に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

年
度
の
大
気
汚
染
測
定

１５結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

　

区
で
は
、
区
内
の
大
気
汚

染
状
況
を
把
握
す
る
た
め

に
、
四
地
点
で
大
気
汚
染
物

質
を
常
時
測
定
し
て
い
ま

す
。

　

上
表
は
、　

年
度
の
項
目

１５

別
の
測
定
結
果
と
環
境
基
準

の
達
成
状
況
で
す
。

　

二
酸
化
硫
黄
、
一
酸
化
炭

素
は
、
昨
年
度
と
同
様
に
、

す
べ
て
の
地
点
で
環
境
基
準

（
以
下
基
準
）を
達
成
し
て
い

ま
す
。ま
た
、今
ま
で
基
準
非

達
成
の
地
点
の
あ
っ
た
二
酸

化
窒
素
も　

年
度
は
全
地
点

１５

で
基
準
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
浮
遊
粒
子
状
物

質
は
、
年
平
均
値
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
基
準
達

成
率
は
低
い
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
光
化
学
オ

キ
シ
ダ
ン
ト
は
依
然
と
し

て
、
す
べ
て
の
地
点
で
基
準

非
達
成
で
す
。☆

　
 

環
境
課
公
害
対
策
係　

問

冬
期
自
動
車
交
通
対
策
に
ご
協
力
を
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１６（２００４）年��月��日（木曜日）

　このコーナーでは、各地域の集会施設運営
協議会が企画した講座や、委員の皆さんが取
材したまちの話題を中心に、地域の情報をお
届けします。

●　

〜　

月
の
催
し
と
教
室

１１

１２

　

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
と
区
民

集
会
所
で　

〜　

月
に
開
催
す

１１

１２

る
催
し
と
各
種
教
室
（
左
表
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
催
し
は
、
記

事
中
の
申
込
方
法
（
申
込
先
は

７
面
下
参
照
）
で
、
各
種
教
室

は
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入

例
参
照
）
で
、
表
中
の
各
締
切

日
（
必
着
）
ま
で
に
該
当
の
施

設
へ
（
抽
選
）。

　

詳
し
い
内
容
や
託
児
の
有
無

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

直
接
該
当
の
施
設
へ
。

 
●
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

玉
敷
や
よ
い　

ク
リ
ス

マ
ス
を
う
た
う

　

心
に
響
く
珠
玉
の
歌
声
で
、

楽
し
い
午
後
の
ひ
と
と
き
を
！

　
 
　

月　

日 

午
後
２
時
〜

１２

１１

３
時　

分 

出
演
＝
玉
敷
や
よ

３０

い
（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
）、
�
橋
華

子
・
蓮
井
梓
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
荒

由
香
里
（
ピ
ア
ノ
）、
前
坂
美
貴

（
語
り
）
▽
曲
目
＝
「
オ
ー
ホ

ー
リ
ー
ナ
イ
ト
」「
ク
リ
ス
マ
ス

キ
ャ
ロ
ル
」、
オ
ペ
ラ
「
ヘ
ン
ゼ

ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
よ
り
、
三

作
曲
家
に
よ
る「
ア
ベ
マ
リ
ア
」

ほ
か 

九
〇
名
（
抽
選
） 

無

料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入

例
参
照
）
で
、　

月　

日
（
必

１１

３０

着
）
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
「
ク

リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
係
」
へ

 

阿
佐
谷
地
域
集
会
施
設
運
営

協
議
会
事
務
局
�
３
３
１
４
‐

７
２
１
５

●
年
末
交
流
会 

マ
ジ
ッ
ク
で
楽
し
く
集

お
う
！

　

小
さ
い
お
子
さ
ん
か
ら
高
齢

者
ま
で
一
緒
に
楽
し
め
る
マ
ジ

ッ
ク
や
寄
席
風
芸
能
で
す
。
来

年
の
福
を
呼
ぶ
交
流
会
で
す
。

　
 
　

月　

日 

午
後
２
時
〜

１２

１８

３
時　

分 

出
演
＝
杉
並
マ
ジ

３０

ッ
ク
ク
ラ
ブ（
松
永
康
男
ほ
か
）

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

（土）

内

定

費

申
問

時

（土）

内

 

七
〇
名
（
抽
選
） 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入
例
参

照
、
二
名
ま
で
連
記
可
）
で
、

　

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
同

１１

２０

セ
ン
タ
ー「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
係
」

へ 

阿
佐
谷
地
域
集
会
施
設
運

営
協
議
会
事
務
局
�
３
３
１
４

‐
７
２
１
５

 
あ
わ
て
ん
ぼ
う
の
ク
リ

ス
マ
ス
会
２
０
０
４

　

ケ
ー
キ
を
食
べ
て
ゲ
ー
ム
で

遊
ん
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

　
 
　

月
４
日 

午
後
１
時
〜

１２

３
時 

小
学
生 

三
〇
名 

二

〇
〇
円
（
茶
菓
代
） 

・ 

電

話
で
、　

月　

日
か
ら
高
円
寺

１１

１５

地
域
集
会
施
設
運
営
協
議
会
�

３
３
１
７
‐
６
６
１
４
へ
（
先

着
順
）

 
杉
並
・
樹
木
あ
る
き

　

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
樹
木
医
で
も

あ
る
講
師
の
、
軽
妙  
洒
脱

      

な
解

け
い
み
ょ
う
し
ゃ
だ
つ

説
を
聞
き
な
が
ら
、
樹
齢
を
重

ね
た
神
社
や
公
園
の
樹
木
を
中

心
に
自
然
観
察
を
行
い
ま
す
。

　
 

・ 

①　

月
８
日 

午
前

１２

　

時
〜
正
午
＝
荻
窪
地
域
区
民

１０セ
ン
タ
ー
②
９
日 

午
前　

時
１０

＝
荻
窪
八
幡
神
社
前
（
上
荻
４

―　

―
２
）
集
合 

①
講
義
②

１９
樹
木
観
察
（
コ
ー
ス
＝
同
神
社

↓
井
草
八
幡
宮
↓
善
福
寺
公
園

／
正
午
ご
ろ
現
地
解
散
・
雨
天

の
場
合
は
同
セ
ン
タ
ー
で
講

義
） 

松
田
輝
雄 

二
日
と
も

参
加
で
き
る
方 

四
〇
名（
抽

選
） 

二
〇
〇
円
（
資
料
代
な

ど
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記

定

費

申

問
和　

田
区
民
集
会
所

時

（土）

対

定

費

申

問

荻 
 
窪
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

場

（水）

（木）内

師

対
定

費
申

入
例
参
照
）
で
、　

月　

日（
必

１１

２２

着
）ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ 

荻
窪
地
域
集
会
施
設
運
営
協
議

会
�
３
３
９
８
‐
９
１
２
７

●
区
民
セ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ 

ク
リ
ス
マ
ス
ダ
ン
ス
パ

ー
テ
ィ
ー

　

今
年
も
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
の
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
方
も

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
 
　

月　

日 

午
後
２
時
〜

１２

１８

５
時 

出
演
＝
チ
キ
バ
ン
ド

（
生
バ
ン
ド
） 

区
内
在
住
・

在
勤
の
方 

男
女
各
五
〇
名

（
先
着
順
） 

五
〇
〇
円
（
軽

食
・
飲
み
物
は
別
料
金
＝
二
〇

〇
〜
三
五
〇
円
） 

当
日
、
直

接
会
場
へ 

荻
窪
地
域
集
会
施

設
運
営
協
議
会
�
３
３
９
８
‐

９
１
２
７ 

ボ
ー
ジ
ョ
レ
・
ヌ

ー
ボ
ー
の
赤
ワ
イ
ン
（
三
七
五

　

）
を
一
五
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

mlし
ま
す
（
抽
選
）

 
●
西
荻
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り 

展
示
作
品
・
出
演
者
募
集

　
 
　

年
３
月
５
日 

・
６
日

１７

 

午
前　

時
〜
午
後
４
時 

展

１０

示
作
品
（
絵
画
・
書
道
・
写
真
・

工
芸
・
手
芸
な
ど
）、
ホ
ー
ル
出

演
者
（
舞
踊
・
コ
ー
ラ
ス
・
演

奏
な
ど
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２

面
記
入
例
参
照
）
に
グ
ル
ー
プ

名
、
ホ
ー
ル
出
演
者
の
場
合
は

人
数
、
希
望
日
（
あ
れ
ば
）
も

書
い
て
、　

月　

日
（
必
着
）

１１

３０

ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
施
設
運
営

協
議
会
地
域
交
流
部
へ（
抽
選
）

 

個
人
、
グ
ル
ー
プ
の
重
複
応

募
は
で
き
ま
せ
ん

問

時

（土）

内

対

定
費

申

問他

西 
 
荻
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

（土）

（日）

内

申

他

 
ハ
ン
ド
ベ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト

　

手
の
ひ
ら
に
の
る
小
さ
な
ベ

ル
か
ら
三
・
五
㎏
も
あ
る
大
き

な
ベ
ル
ま
で
六
一
個
、
そ
の
他

も
加
え
る
と
音
域
は
五
オ
ク
タ

ー
ブ
に
も
広
が
り
ま
す
。
美
し

い
音
色
と
響
き
は
「
天
使
の
歌

声
」
と
も
「 
癒 
し
の
音
色
」
と

い
や

も
言
わ
れ
、
人
々
に
愛
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
を
前

に
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
 
　

月
４
日 

午
後
２
時
〜

１２

３
時　

分 

出
演
＝
佐
藤
数

３０

永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

（土）

内

穂
、
シ
ュ
ガ
ー
プ
ラ
ム
▽
曲
目

＝
「
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
」、

「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
」、「
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
」、「
フ
ー
ガ
」
な
ど

 

九
〇
名
（
抽
選
） 

一
〇
〇

円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入

例
参
照
）
で
、　

月　

日
（
必

１１

２２

着
）
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

手
作
り
う
ど
ん
と
年
越

し
そ
ば
作
り
体
験

　

手
作
り
う
ど
ん
や
自
分
で
打

っ
た
お
そ
ば
で
年
越
し
と
し
ゃ

れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
 

・ 
　

月　

日 

＝
う
ど

１２

１２

ん
、　

日 

＝
そ
ば
打
ち
／
時

１９

間
は
い
ず
れ
も
、
午
後
１
時　
３０

分
〜
４
時 

岡
田
喜
美
夫 

二

四
名
（
抽
選
） 

一
五
〇
〇
円

（
二
回
分
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２

面
記
入
例
参
照
）で
、　

月　

日

１１

３０

（
必
着
）ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

 
下
高
井
戸
区
民
集
会
所

ま
つ
り

　

さ
わ
や
か
な
季
節
、
地
域
の

集
会
所
ま
つ
り
に
お
誘
い
合
わ

せ
て
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。
お

も
ち
つ
き
や
新
鮮
な
野
菜
の
直

売
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
 
　

月　

日 

午
前　

時
〜

１１

２１

１０

午
後
３
時
（
雨
天
決
行
） 

フ

ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
演
奏
（
グ
ル
ー

ポ
・
イ
リ
ャ
ン
プ
ー
）、
Ｐ
Ｔ
Ａ

コ
ー
ラ
ス
（
コ
ー
ル
向
陽
）、
地

場
野
菜
・
も
ち
販
売
（
下
高
永

福
連
合
町
会
）、
茶
席
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

模
擬
店
、
郵
便
局
コ
ー
ナ
ー
、

ク
ッ
キ
ー
販
売
（
共
同
作
業
所

ア
ゲ
イ
ン
）、
弁
当
販
売
、
登
録

団
体
に
よ
る
作
品
展
示
・
演
技

発
表
ほ
か 

当
日
、
直
接
会
場

へ 

永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー

定

費

申時

内

（日）

（日）師

定

費

申

下
高
井
戸
区
民
集
会
所

時

（日）

内

申

問

〈１1～１２月の各種教室〉
申込締切費用開催日・時間教室・講座名・内容／講師（定員）

●高円寺地域区民センター（〒１６６‐００１１　梅里１‐２２‐３２）

１１月２０日無料
１２月１２・１９日、１７年１月２３・
３０日（いずれも（日）・計４回）
午後１時３０分～３時３０分

落語講座「落語を楽しもう」～落語にまつわるさまざまな事
項をミニ解説で学んだ後、毎回落語を1～２席聞きます／
立川志隆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３０）

１１月３０日３０００円
（材料費）

１２月２０日（月）
午後１時３０分～３時３０分

フラワーアレンジメントでクリスマスを飾ろう～クリスマ
スやお正月にも楽しめるフラワーアレンジメントを学びま
しょう／持田浄慧　　　　　　　　　　　　　　　　（２０）

１１月１８日
１００円

（保険料を
含む）

１１月２８日（日）　
午前１０時～正午

トレーニング機器講習会（区民センター共通修了書発行のた
め、３cm×２．５cmの写真１枚持参）／畑弘美

（１５歳以上で、中学校を卒業している方・１０）

●阿佐谷地域区民センター（〒１６６‐０００４　阿佐谷南１‐４７‐１７）

１１月２０日７００円
（材料費）

１２月２日（木）
午後１時３０分～３時３０分

クリスマスケーキ「ビッシュ・ド・ノエル」～飾りの小物
も手作りします／橋本京子　　　　　　　　　　　　（２０）

　　無料１１月２０日（土）
午後２時～３時

土よう絵本とおはなしの会／ご本・お話だいすき会
（参加自由）

　　無料１２月４日（土）
午後２時～３時３０分

土よう絵本とおはなしの会クリスマス・スペシャル～クリ
スマスのお話や紙しばいの他、楽しい劇、サンタさんから
プレゼントもあります。お友だちをさそってきてください
／４つのボランティアグループの出演とハーモニカの演奏

（参加自由）

●西荻地域区民センター（〒１６７‐００３４　桃井４‐３‐２）

１１月２０日
５０００円
（教材費
２回分）

１２月９・１６日（いずれも（木）・
計２回）

午前１０時～正午

フラワーアレンジメント～プリザーブドフラワーでクリス
マスキャンドルスタンド、シルクフラワーでお正月飾りをつ
くりませんか／太田光子　　　　　　　　　　　　　（３０）

●井草地域区民センター（〒１６７‐００２２　下井草５‐７‐２２）

１１月２１日１６００円
（材料費）

１２月３日（金）
午後２時～４時

料理教室～有機食材を使ってクリスマス、お正月のおもて
なし料理作りはいかがでしょうか。献立（ミートローフ・
サーモンのカナッペ・グリーンサラダ）／宮地和子　（２０）

１１月２１日
１００円

（保険料を
含む）

１２月 5 日（日）
午前１０時～午後１時

トレーニング機器講習会～トレーニング室を利用するため
の事前講習会（写真１枚３cm×２.５cm持参）／大江喜和子
※上履き持参（１５歳以上で、中学校を卒業している方・１０）

　　１００円
（使用料）

１２月 5 日（日）
午後１時３０分～３時３０分

トレーニング相談～トレーナーの指導および相談に応じま
す／大江喜和子　※上履き持参　　　　（講習修了者・１０）

　　無料※

１１月１３・２７日、１２月１１日（い
ずれも（土））
午後１時３０分～３時３０分
（２時３０分受付終了）

おもちゃの病院～こわれたおもちゃを修理します（原則と
して１人１点、先着順）／安井昌徳ほか　　　（参加自由）

１１月２１日３００円１２月４日（土）
午前１０時～正午

森で見つけたクリスマスリース作り！～森にあるどんぐり
や松ぼっくりなど、自然の木の実を使った世界でひとつだけ
のクリスマスリースを作ってみませんか／松井菊子・六車貴
美子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３０）

●高井戸地域区民センター（〒１６８‐００７２　高井戸東３‐７‐５）

１１月１８日
３１００円

（材料費を
含む）

１２月９・１６日（いずれも（木）・
計２回）

午前１０時～正午

フラワーアレンジメント（クリスマス・正月用）／山本英
子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０）

１１月２２日
１２０円

（保険料を
含む）

１２月７日（火）
午前１０時～午後１時

１２月トレーニング機器講習会～トレーニング室を利用する
ための事前講習会（写真１枚３cm×２.５cm持参）／高橋悦子

（１５歳以上で、中学校を卒業している方・１０）
１１月１１日
～図書室
カウンタ
ーで受付

無料１２月１８日（土）
午後２時～３時

おはなしひろばクリスマス　スペシャル・クリスマスショ
ー～パネルシアターを中心に人形劇など／パネルシアター
こんぺいとう　　　　　　　　　　　（幼児、小学生・８０）

※は、実費がかかる場合があります。



�������●７

〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１６（２００４）年��月��日（木曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他
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Ｏ
・
ボ
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テ
ィ
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ポ
ー
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下高井戸区民集会所�５３７４－６１９２
〒１６８－００７３　下高井戸３－２６－１○休 第３水曜日

高円寺地域区民センター（セシオン杉並）
�３３１７－６６１１
〒１６６－００１１　梅里１－２２－３２○休 第２・第４木曜日、第２木曜日の前日

和田区民集会所�５３４０－６２７２
〒１６６－００１２　和田２－３１－２１○休 第１・第３月曜日

阿佐谷地域区民センター�３３１４－７２１１
〒１６６－０００４　阿佐谷南１－４７－１７○休 第２・第４火曜日、第３水曜日

井草地域区民センター�３３０１－７７２０
〒１６７－００２２　下井草５－７－２２○休 第１・第３木曜日、第３木曜日の前日

四宮区民集会所�３３９５－５０８５
〒１６７－００２３　上井草２－２８－１３○休 第２・第４火曜日

八成区民集会所�３３９４－０９８９
〒１６７－００２１　井草１－３－２○休 第２水曜日

高井戸地域区民センター�３３３１－７８４１
〒１６８－００７２　高井戸東３－７－５○休 第１・第３月曜日、２０日

上高井戸区民集会所�３３２９－０６０５
〒１６８－００７４　上高井戸１－１５－５○休 第２・第４月曜日

梅里区民集会所�３３１７－３３１０
〒１６６－００１１　梅里２－３４－２０○休 第１・第３火曜日

荻窪地域区民センター�３３９８－９１２５
〒１６７－００５１　荻窪２－３４－２０○休 第２・第４月曜日、２０日

本天沼区民集会所�５３１０－４６３３
〒１６７－００３１本天沼２－１２－１０○休 第１・第３月曜日

西荻地域区民センター�３３０１－０８１１
〒１６７－００３４桃井４－３－２○休 第２・第４水曜日、１１日

西荻南区民集会所�３３３５－５４４４
〒１６７－００５３西荻南３－５－２３○休 第２月曜日

永福和泉地域区民センター�５３００－９４１１
〒１６８－００６３　和泉３－８－１８○休 第２・第４水曜日、１５日

方南区民集会所�３３２２－４２２５
〒１６８－００６２　方南１－２７－８○休 第１・第３水曜日

　

成
田
地
区
の
三
町
会
は
、

７
月
に
「
西
田
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
」
を
結
成
し
、
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

児
童
館
の
周
り
の
団
地
が
改

築
工
事
中
の
た
め
、
児
童
館

を
利
用
す
る
子
ど
も
た
ち
を

け
が
や
犯
罪
な
ど
か
ら
守
る

の
が
主
な
目
的
で
す
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
総
勢
四

〇
名
で
、
各
町
会
ご
と
に
三

班
に
分
か
れ
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
毎
日
パ
ト
ロ
ー
ル

を
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー

は
町
会
・
自
治
会
の
方
が
中

心
で
す
が
、
活
動
に
賛
同
し

て
参
加
す
る
方
も
い
ま
す
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
時
間
は
夕
方

か
ら
児
童
館
が
終
わ
る
時
間

ま
で
で
、
こ
の
時
間
帯
以
外

は
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
区
の
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
、
近
く
の
交
番
の

警
察
官
が
巡
回
し
て
い
ま

す
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
方
は
、

「
児
童
館
ま
で
迎
え
に
来
ら

れ
な
い
家
庭
も
あ
る
。
そ
う

し
た
子
ど
も
た
ち
が
事
故
に

あ
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

も
、
町
会
・
自
治
会
の
仕
事

で
す
」「
狭
い
道
は
必
ず
注
意

深
く
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま

す
」
と
活
動
の
必
要
性
と
注

意
点
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

「
子
ど
も
が
児
童
館
に
通

っ
て
い
ま
す
が
、
パ
ト
ロ
ー

ル
の
お
か
げ
で
安
心
で
す
」

と
、
保
護
者
の
反
応
も
上
々

で
す
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
町
会
・

自
治
会
活
動
の
う
ち
の
ほ
ん

の
一
部
で
す
。
町
会
・
自
治

会
は
、
そ
の
ほ
か
に
も
地
域

の
防
災
活
動
を
始
め
、
お
祭

り
や
催
し
の
開
催
、
チ
ラ
シ

の
回
覧
や
ポ
ス
タ
ー 
貼 
り
な

は

ど
を
し
て
い
ま
す
。

　

町
会
・
自
治
会
は
、
地
域

の
一
番
身
近
な
活
動
団
体
で

す
。
今
後
も
区
と
地
域
の
方

々
が
互
い
に
協
力
し
合
い
、

安
全
・
安
心
の
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

　

地
域
課
地
域
活
動
係
で

は
、
あ
な
た
が
お
住
ま
い
の

地
域
の
町
会
・
自
治
会
に
つ

い
て
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
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問

協
力
し
て
住
み
よ
い
ま
ち
を

●
住
民
は
地
域
社
会
の
主
人
公
�

　

「
ア
ー
ト
デ
リ
バ
リ
ー
講

座
」
を
は
じ
め
、
高
齢
者
施

設
、
児
童
館
な
ど
で
活
動
を

行
っ
て
い
る
�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
芸
術

資
源
開
発
機
構
（
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ａ

／
ア
ル
ダ
）�
は
、
代
表
の
並

河
恵
美
子
さ
ん
ほ
か
、
区
内

在
住
の
美
術
館
学
芸
員
、
評

論
家
な
ど
の
芸
術
関
係
者
が

集
ま
っ
て
つ
く
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
で
す
。

　

芸
術
は
個
人
が
人
間
ら
し

く
生
き
て
い
く
た
め
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
社
会
的
な

役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
芸

術
と
い
う
資
源
を
開
発
し

て
、
社
会
に 
活 
か
す
こ
と
を

い

目
的
に
、活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
ア
ー
ト
デ
リ

バ
リ
ー
講
座
２
０
０
４
「
絵

の
探
検
隊
・
土
で
絵
の
具
を

作
っ
て
描
く
」
を
は
じ
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
で
活

躍
し
て
い
る
芸
術
家
か
ら
授

業
を
受
け
、
そ
の
手
法
を
生

か
し
て
高
齢
者
施
設
や
児
童

館
へ
ア
ー
ト
の
出
前
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
芸
術
資
源
開
発
機
構

（
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ａ
）
と
共
催
し
、

ア
ー
ト
デ
リ
バ
リ
ー
を
実
施

す
る
区
内
の
デ
イ
ケ
ア
施
設

な
ど
の
紹
介
や
、
区
民
へ
の

情
報
提
供
を
行
う
な
ど
、
事

業
の
円
滑
な
実
施
に
協
力
し

て
い
ま
す
。
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ア
ー
ト
を
活
か
し
地
域
を
豊
か
に

ア
ー
ト
を 
活 
か
し
地
域
を
豊
か
に
��

い

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

芸
術
資
源
開
発
機
構

芸
術
資
源
開
発
機
構

成
田
地
区
「
西
田
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」

▲力を合わせて、安全なまちに

薄着賞
環境にやさしい包装技術や

簡易包装など環境に配慮した商品

★グランプリ
「びん再使用ネットワークのＲびん
（共通リターナブルガラスびん）」
　「Ｒびん」は統一された形状のびん
で、回収・洗浄して繰り返し使用され
ます。ガラスびん再使用の見直しと、
ごみ減量には再使用がリサイクルに優
先されることを区民の皆さんに認識し
ていただくため選定されました。

☆準グランプリ
「ミヨシ石鹸（株）の粉石けんの紙袋」

　簡単な紙袋に入った粉石けんです。
簡易包装の製品で、区民投票でも高く
評価されました。

厚着賞
過剰包装の商品または

環境に配慮の乏しい事業者など

★グランプリ「贈答品の包装」

　お中元やお歳暮に代表される贈答品
は、全般的に過剰包装であると評価さ
れました。

☆準グランプリ
「ソフトウエア業界」
　パソコン用のソフトは、音楽業界な
どのソフトと比較しても包装が過剰で
あるとの印象を受け、区民投票でも過
剰包装であると評価されました。

ごみ減量活動奨励賞

★グランプリ・大橋とも子さん

　区内でリサイクルやごみの減量に取
り組んだ先駆者の一人であり、レジ袋
削減や資源の集団回収の普及拡大、環
境情報館のリサイクル講座の講師とし
てごみ減量の啓発を行うなど、多様な
活動が評価されました。

☆準グランプリ・田中昭さん

　集合住宅の管理人として、入居者に
ごみの分別や出し方についてチラシを
作るなど工夫して呼び掛けたり、資源
の集団回収をした収入で再生紙を購入
し、入居者にチラシとともに配布する
など、集合住宅のごみの管理が問題と
なっている中で、努力されていること
が評価されました。

環境にやさしい事業者賞

★グランプリ
「 三  恵 商店」（久我山１丁目）

さん けい

　米の量り売りや、布製の「通い袋」
の販売、消費者が買物袋を持参した場
合は値引きするなど、レジ袋などのプ
ラスチックごみ減量に向けた地道な活
動が評価されました。

☆準グランプリ
「教会通り新栄会」（荻窪駅北口）

　商店街全体で簡易包装や量り売りを
行うなどの活動をしており、各商店で
もそれぞれが工夫をした取り組みを行
っていることが評価されました。また、
今後も取り組みが継続されることを期
待し選定されました。

ごみ減量アイデア賞

★グランプリ
「町会単位のアイテム別ガレージセ
ール」（梅里二丁目町会）

　「おもちゃの日」「本の日」「着物の
日」など、種類別にセール開催日を決
めるという点がユニークであると評価
されました。また、町会など身近な所
で実施すると便利である、という意見
がありました。

▲
薄
着
賞
を
受
賞
し

た
「
Ｒ
び
ん
」と
「
ミ

ヨ
シ
石
鹸
㈱
の
粉
石

け
ん
の
紙
袋
」

◇選考の経過
　今年度は、ごみ減量のために「過
剰包装の抑制」をテーマに掲げ、５
つの部門を設けました。
　区民や事業者から各賞の対象を
募集し、選考委員会の作業部会で各
賞の受賞候補を選考しました。
◇選考委員
国際連合大学副学長・安井至（選考
委員長）
早稲田大学政治経済学部助教授・栗山浩一（副委員長）
ノンフィクション作家・山根一眞（副委員長）
エッセイスト・三善里沙子
また、区民の代表として環境団体、公募区民、中学生、区
内在住外国人から６名の方に加わっていただきました。

区民の方々などによる環境に配慮した取り組みを表彰するため、「すぎな
み環境賞」を創設しました。１０月１６日・１７日に開催の「環境博覧会すぎな
み２００４」で区民投票および最終選考を行い、受賞者を決定・表彰しまし
たのでお知らせします。　　　　　　――問い合わせは、清掃管理課へ。

▲アートの出前風景
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区
財
政
の
現
状

①
財
政
指
標
に
よ
る
分
析
で

は
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示

す「
経
常
収
支
比
率
」が
、　

・
０
８３

％
と
な
り
、前
年
比
２
・
４
ポ
イ

ン
ト
の
改
善
と
な
り
ま
し
た
。

②
資
産
と
負
債
の
ス
ト
ッ
ク
の

状
態
を
見
る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

は
、
返
済
を
要
し
な
い
正
味
資

産
が
三
三
億
円
増
え
て
四
六
九

六
億
円
と
な
り
ま
し
た
。（
表

１
）

③
一
年
間
の
資
金
の
流
れ
を
見

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書

で
は
、　

年
度
末
の
現
金
お
よ

１５

び
現
金
同
等
物
残
高
が
、
前
年

度
か
ら
一
四
億
円
増
え
て
七
三

億
円
と
な
り
ま
し
た
。（
表
２
）

④
一
年
間
の
行
政
コ
ス
ト
（
事

業
に
か
か
る
経
費
）
と
コ
ス
ト

の
回
収
の
状
況
を
見
る
行
政
コ

ス
ト
計
算
書
で
は
、
行
政
コ
ス

ト
総
額
二
一
〇
二
億
円
に
対
し

て
、
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た

だ
く
受
益
者
負
担
分
四
六
億
円

を
含
め
二
一
三
五
億
円
の
収
入

が
あ
り
、
剰
余
金
は
、
三
三
億

円
と
な
り
ま
し
た
。（
表
３
）

※
財
務
諸
表
は
、
区
の
普
通
会

計
、
特
別
会
計
お
よ
び
区
が

設
立
・
出
資
し
て
い
る
財
団

法
人
の
会
計
を
連
結
し
て
作

成
し
て
い
ま
す
。

事
業
別
コ
ス
ト
計
算
書

　

事
業
別
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

で
は
、
事
業
ご
と
に
行
政
コ
ス

ト
や
差
引
行
政
コ
ス
ト
（
行
政

コ
ス
ト
か
ら
使
用
料
等
受
益
者

負
担
を
除
い
た
額
）
を
算
出
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
六
事
業
（
区
民
セ

ン
タ
ー
等
維
持
管
理
、
区
立
障

害
者
施
設
運
営
、保
育
園
運
営
、

有
料
制
自
転
車
駐
車
場
運
営
、

ご
み
処
理
、
図
書
館
運
営
管
理

お
よ
び
維
持
管
理
）で
作
成
し
、

そ
の
う
ち
三
事
業
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
区
民
セ
ン
タ
ー
等
維
持
管
理

事
業

　

全
体
の
行
政
コ
ス
ト
は
約
一

〇
億
三
九
〇
〇
万
円
で
、
前
年

度
よ
り
約
一
億
六
三
〇
〇
万
円

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

年
間
の
利
用
者
約
一
五
六
万

人
の
一
人
あ
た
り
の
差
引
行
政

コ
ス
ト
は
約
五
八
〇
円
で
し

た
。

◇
有
料
制
自
転
車
駐
車
場
運
営

事
業

　

全
体
の
行
政
コ
ス
ト
は
約
五

億
三
〇
〇
万
円
で
、
前
年
度
よ

り
一
五
〇
万
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

自
転
車
収
納
台
数
約
二
万
一

一
〇
〇
台
の
一
台
あ
た
り
の
差

引
行
政
コ
ス
ト
は
約
三
四
〇
〇

円
で
し
た
。

◇
ご
み
処
理
事
業

　

全
体
の
行
政
コ
ス
ト
は
約
七

九
億
九
〇
〇
万
円
で
、
前
年
度

よ
り
三
億
八
〇
〇
〇
万
円
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

　

一
世
帯
あ
た
り
の
差
引
行
政

コ
ス
ト
は
約
二
万
五
八
〇
〇
円

で
し
た
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
分
析

　

民
間
的
経
営
感
覚
を
取
り
入

れ
た
コ
ス
ト
計
算
の
手
法
と
し

て
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
活
動
基
準
原
価

計
算
）
を
三
事
業
（
徴
税
事
務
、

児
童
館
運
営
、敬
老
会
館
運
営
）

で
行
い
ま
し
た
。

自
立
し
た
地
方
政
府
を

め
ざ
し
て

　

自
立
の
実
現
に
向
け
た
取
組

み
を
、「
受
益
と
負
担
の
適
正

化
」
や
「
補
助
金
制
度
の
あ
り

方
」
か
ら
探
っ
て
み
ま
し
た
。

☆

　

詳
し
い
内
容
は
、
冊
子
「
ざ

い
せ
い
２
０
０
４
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

区
政
資
料
室
（
区
役
所
西
棟

二
階
）
や
図
書
館
、
区
民
事
務

所
・
分
室
、
駅
前
事
務
所
、
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。
ま
た
、
区
政
資
料
室
で

は
、
一
冊
一
〇
〇
円
で
有
償
頒

布
も
行
っ
て
い
ま
す
。

〈表３　行政コスト計算書〉
１５年４月１日～１６年３月３１日（単位：百万円）

構成比
コスト回収
（収入）

コスト項　　　目

４７．８％
１８．５％
１０．５％
９．１％
３．３％
２．０％
５．１％
０．８％
１．２％
０．５％
０．９％
０．０％
０．３％

１００，４８５
３８，９７９
２２，１４０
１９，１０２
６，９１９
４，２１６
１０，７６４
１，６２５
２，４７１
９８８

１，８７３
５１
５７８

保険給付金等
人件費
物件費
扶助費
補助費等
普通建設事業費
減価償却費
退職給与引当金繰入
公債費(利子）
維持補修費
普通財産（土地）評価減
公社清算損
歳入不納欠損

１００．０％２１０，１９１行政コスト計

２．２％
２３．７％
５５．２％
２０．５％

４，６０３
４９，７６２
１１６，０９６
４３，０２０

手数料・使用料等
国庫・都支出金
税収・交付金
その他収益

１０１．６％２１３，４８１収入計

３，２９０当期剰余金

４６６，２８９
４６９，５７９

前期正味資産
当期正味資産

※収入の構成比は、行政コスト計に対する構成比。

〈表１　バランスシート〉
１６年３月３１日現在（単位：百万円）

貸　　　方借　　　方
負債の部資産の部

１３，１９７流 動 負 債３１，５７８流 動 資 産

１２，６８８翌年度償還
予定地方債７，２６５現金および預金

５０９そ の 他１１，７０１財政調整基金

１０４，２００固 定 負 債１２，６１２そ の 他
６２，９１３地 方 債５３３，６９０有形固定資産

３７，５４３退職給与引
当金３８３，１２７土　　地

３，７４４そ の 他９８，４００建　　物
１１７，３９７負 債 合 計４９，１３２道路・橋梁

４６９，５７９正 味 資 産

３，０３１そ の 他
０無形固定資産

２１，７０８投資その他の資産

５８６，９７６負債・正味 資 産
合 計５８６，９７６資産合計

〈表２　キャッシュフロー計算書〉
１５年４月１日～１６年３月３１日（単位：百万円）

Ⅰ　行政活動によるキャッシュフロー
２１１，８４２（税収､保険料、使用料・手数料、交付

金、国庫・都支出金など）
収入

１９３，２９７（人件費、物件費、扶助費、医療費、拠
出金、維持補修費、補助費など）

支出

１８，５４５行政活動によるキャッシュフロー
Ⅱ　投資活動によるキャッシュフロー

２，１００（投資にかかる国庫・都支出金、貸付
金回収）

収入

１１，２９２（有形固定資産取得費、貸付金、基金
積立）

支出

△９，１９２投資活動によるキャッシュフロー
Ⅲ　財務活動によるキャッシュフロー

２，７３９（地方債発行）収入
１０，６４９（地方債償還・利子支払）支出

　 △７，９１０財務活動によるキャッシュフロー
１，４４３
５，８２２
７，２６５

Ⅳ　現金および現金同等物の増加
Ⅴ　現金および現金同等物の繰越残高
Ⅵ　現金および現金同等物の年度末残高

� ���������������������������������������������������������������� ���������������

財政白書「ざいせい２００４」 経常収支比率とは…支出に占
める人件費や扶助費など義務
的な経費の割合です。この経常
収支比率が下がることにより、
区民サービスに充てる財源が
増えてきます。
――問い合わせは、財政課へ。

経常収支比率が
　　　２．４ポイントの改善！

�義援金の振り込み口座�
口座種別・番号指定金融機関受付窓口

普通  ８０９５２１３みずほ銀行
荻窪支店

みずほ銀行
全店舗

普通  １０９８２０２西武信用金庫
阿佐ケ谷支店

西武信用金庫
全店舗

普通  ３０３４２６９東京中央農協
城西支店

東京中央農協
全店舗
注１．口座名義は「小千谷市義援金」。２．受付期間
は、１７年３月３１日まで。

�
平
成　

年
新
潟
県
中
越
地
震 

１６

皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も

と
被
災
地
支
援
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す

   
区
と
小
千
谷
市
は
、「
災
害
時

相
互
援
助
に
関
す
る
協
定
」
を

結
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
に
基
づ

き
、　

月　

日
の
地
震
発
生
後
、

１０

２３

区
は
同
市
に
対
し
救
援
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

★
小
千
谷
市
義
援
金

　
　

月
４
日
現
在
、
合
計
で
六

１１
四
〇
万
一
五
七
五
円
で
す
。
引

き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
そ
の
他
被
災
地
へ
の
義
援

金
に
つ
い
て
は
、
新
聞
な
ど
で

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

◇
義
援
金
箱
設
置
場
所

　

区
役
所
本
庁
舎
一
階
、
区
民

事
務
所
･
分
室
、駅
前
事
務
所
、

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
事

務
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど

◇
振
り
込
み
口
座
を
開
設
し
ま

　

し
た

　

左
記
金
融
機
関
の
窓
口
で
振

り
込
む
場
合
は
、
振
り
込
み
手

数
料
は
無
料
で
す
。Ａ
Ｔ
Ｍ（
現

金
自
動
預
け
払
い
機
）
や
、
左

記
以
外
の
金
融
機
関
か
ら
の
振

り
込
み
は
有
料
で
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

★
人
の
支
援

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

　

小
千
谷
市
で
は
、「
小
千
谷
市

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
」
を
設
置
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
た
現
地

の
情
報
に
つ
い
て
は
、
杉
並
Ｎ

Ｐ
Ｏ
･
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー
（
�
５
３
０
６
‐

３
９
３
９
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◇
小
千
谷
市
へ
派
遣
し
た
区
職

　

員
な
ど
（　

月
８
日
現
在
）

１１

　

区
職
員
三
〇
名
、
杉
並
区
社

会
福
祉
協
議
会
職
員
六
名
、
�

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
杉
並
支

部
員
一
三
名
（
い
ず
れ
も
、
の

べ
人
数
）

★
物
資
の
支
援

◇
小
千
谷
市
へ
区
が
届
け
た
主

　

な
救
援
物
資
（　

月
８
日
現

１１

　

在
）

　

飲
料
水
（
二
�
）
一
万
二
〇

〇
〇
本
、
五
目
ご
飯
一
四
万
五

〇
〇
〇
食
、
生
理
用
品
三
万
七

〇
〇
〇
個
、パ
ン
七
〇
〇
〇
個
、

お
に
ぎ
り
五
〇
〇
〇
個
、
使
い

捨
て
カ
イ
ロ
五
〇
〇
〇
個
（
い

ず
れ
も
、合
計
数
）、紙
お
む
つ
、

ほ
乳
び
ん
、
携
帯
電
話
用
充
電

器
、
乾
電
池
な
ど

◇
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
物
資

　

の
支
援

　

防
災
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▲救援物資の搬入の様子


